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開会 午前 ９時２７分 

 

○書記（森田 公君） 改めましておはようございます。 

  連日のご参集、大変お疲れさまです。 

  ただいまから決算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、決算参考資料ナンバー２、ナンバー４、また指定管理者導入施設の実績について

を使いますので、ご用意をお願いいたします。 

  それでは、委員長挨拶、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 改めましておはようございます。 

  ご参集、誠にご苦労さまです。 

  いよいよ決算審査特別委員会ということで、非常に長丁場の委員会となります。日数だけ

でなく朝から本当に夕方までみっちりとスケジュールを組まれておりますので、皆様方のご

協力をよろしくお願いいたします。 

  決算審査と申しますと、もう既に終わったことだからというような、そんな考えもあろう

かとは思いますけれども、この行政、あるいは議会ということを考えますと、この決算でし

っかりと審査を行い、それを来年の予算に反映をさせるという意味では、予算よりも大事で

はないかなという考え方もあろうかと思います。そういう意味では、皆さんに一つでも多く

のご意見、あるいはご質問をしていただきたいというふうに思っております。 

  決算審査、そして来年の予算、年に２回だけ所管の委員会以外のところで、それぞれの所

管の課長さん、係長さんのほうに質問ができる機会となっております。なかなか年に２回と

いう少ない機会でありますので、ご協力を賜りたいと思うんですけれども、私自身としても、

できればこの席ではなくそちら側に座って、この機会なんで質問をしたいという思いもあっ

たんですけれども、決算委員長をやれということでありまして、過去に予算の委員長、２回

やったことがありますので、さすがに決算回ってくることはないかなと思っていたんですけ

れども、長谷部は決算やったことないんだからやらんきゃ駄目だよと言いまして、白羽の矢

がどこかから飛んできましたので、お受けをすることになりました。そういう意味では、皆

さんのようにそちらのほうで質問ができるというのは大変うらやましく思っております。一

人でも多くの皆さんの発言ができますように、一人一人の発言というものを少し時間のほう

をセーブしていただいて、ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

  それでは、よろしくお願いします。 
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  ただいまの出席委員は15名であります。定足数に達しておりますので、これより決算審

査特別委員会を開会いたします。 

  なお、山本英俊委員におかれましては、本日より26日までの間、欠席の旨、連絡があり

ましたので、ご報告をいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） 審査は、昨日配付をいたしました審査日程により行います。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で行い、質問の際は、決算参考資料のページと事業名を言

っていただき、簡潔にお願いをいたします。限られた時間内の審査ですので、委員各位のご

協力をお願いいたします。また、当局側の答弁も簡潔に説明をしていただきたいというふう

に思います。 

  なお、先に審査を受ける各課、室を所管する委員会の委員が質疑を行い、その終了後、そ

れ以外の委員の質疑を行います。 

  できるだけ多くの委員各位の質疑を行いたいと思いますので、回数に制限はございません

が、一度所管の委員の質疑が終了した後は、所管の委員の再質問はご遠慮を願います。皆様

のご協力をお願いします。 

  審査の方法につきましては、お手元に配付をされております決算参考資料により、課、室

ごとに順次審査を行いますが、事業が多い場合につきましては、分割して説明、質疑を行い

ますので、ご承知おきください。 

  また、議事の進行上、歳出・歳入の一部において、一括説明・質疑とさせていただきたい

と思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） それでは、そのようにさせていただきます。 

  また、昨日配付をいたしました令和６年度当初予算への要望の作成につきましては、本決

算審査特別委員会で審査する事業の中で、自己が所管をするものの中から審査の中で質疑を

行い、精査した上、作成をお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  認定第１号 令和４年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。 

  初めに、令和４年度一般会計決算の概要について、総合戦略部長より説明を求めます。 
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  丸山総合戦略部長。 

○総合戦略部長（丸山英資君） 改めましておはようございます。本日もよろしくお願いいた

します。 

  本日から始まります決算審査特別委員会に先立ちまして、令和４年度一般会計の決算概要

につきましてご説明させていただきます。 

  それでは、最初に、令和４年度の決算書をご覧ください。 

  表紙を開きますと、目次がございます。決算書の構成といたしましては、会計ごとに、歳

入歳出決算総括表、歳入歳出決算書、歳入歳出おのおのの事項別明細書、実質収支に関する

調書、財産に関する調書と、別冊、甲斐市主要施策の成果までが、議会において決算を認定

する際、地方自治法で定められた書類であります。また、この決算書とは別に、より決算の

内容をご報告申し上げるため、部局間ごとに決算参考資料ナンバー１からナンバー10を作

成しております。 

  今後、各所管課からの説明は決算参考資料が基になりますが、私からの説明は、令和４年

度決算書と令和４年度決算審議資料によりご説明させていただきますので、お手元にご用意

をお願いいたします。 

  それでは、初めに、決算書の146、147ページをお開きください。 

  146ページの一番下段に一般会計の予算現額の合計が表示されており、一番左の数字が当

初予算額となります。令和４年度の当初予算額は278億1,700万円といたしまして、前年度

当初予算額と比較し８億9,000万円、3.3％増額であります。 

  次に、右隣の補正予算額でございますが、総額で53億5,224万7,000円を増額させていた

だいたところであります。令和４年度は前年度と同様に新型コロナウイルス感染症の対策に

係る経費や原油価格物価高騰への対応として、学校給食費の保護者負担軽減事業などの安心

甲斐・市民支援事業、また国の施策による子育て世帯・住民税非課税世帯への給付金の支給

のほか、小・中学校の施設整備に係る経費等の増額が必要となり、全９回の補正予算を編成

したところであります。 

  次に、補正予算の右隣の継続費及び繰越事業費繰越額は、前年度からの繰越明許費といた

しまして27億8,442万6,589円でございまして、最終的な令和４年度の予算現額は359億

5,367万3,589円となります。 

  147ページをお願いいたします。 

  下段の一番左の支出済額の合計は323億232万1,158円となりまして、執行率は約89.8％で
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あります。 

  次に、右隣の翌年度繰越額の内容につきましては、繰越明許費が21億961万8,000円でご

ざいますが、これは本年６月定例会におきましてご報告いたしました令和４年度から令和５

年度に繰り越す金額でございます。不用額につきましては右側の15億4,173万4,431円とな

ります。 

  それでは、令和４年度一般会計の決算の主な内容につきましてご説明させていただきます

ので、お手数ですが、別冊の決算審議資料の２ページをお開きください。 

  まず、令和４年度一般会計歳入の状況でございますが、表中の区分、右隣の令和４年度決

算額①の列をご覧ください。 

  一番下の行、歳入合計に記載してありますとおり、令和４年度の決算額は344億6,952万

2,000円でございまして、右隣の令和３年度の決算額②と比較いたしますと増減額は記載の

とおり、21億6,512万円、増減率は5.9％の減であります。この主な理由といたしまして、

国庫支出金において令和３年度に実施した子育て世帯臨時特別給付金支給事業や緑化センタ

ー跡地の用地購入、また小・中学校の施設改修等に係る交付金の減などによるものでありま

す。 

  主な歳入でございますが、区分の１款市税は96億1,637万3,000円として、歳入の約28％

を占め、前年度と比較いたしまして４億856万4,000円、4.4％の増であります。 

  恐れ入りますが、８ページをお開きください。 

  令和４年度市税収納状況の概略をご説明させていただきます。 

  市税全体の調定額につきましては、一番下の合計欄の左から２列目の記載のとおり、98

億6,121万784円でございまして、前年度と比較いたしますと３億8,482万2,378円、約4.1％

の増であります。また、合計の左から３列目の収入済額につきましては、前年度と比較して

約４億856万4,435円、4.4％の増となる96億1,637万3,184円となっておりまして、右から２

列目の令和４年度の収納率は表下段の合計欄のとおり、前年度と比較して0.36ポイント上

回る97.51％であります。 

  資料の２ページにお戻りください。 

  次に、区分７款地方消費税交付金であります。これは地方消費税の収入を原資として県か

ら交付されます交付金でございまして、前年度と比較いたしますと１億671万2,000円、

6.3％増の18億290万5,000円となります。 

  恐れ入りますが、決算書の18、19ページをお開きください。 
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  18ページの中段の科目欄に、７款地方消費税交付金がございますが、19ページの備考欄

のとおり、内訳といたしまて、地方消費税交付金と社会保障財源交付金の２種類に分かれて

おります。地方消費税交付金７億2,461万6,000円につきましては、従来からの交付金であ

りますが、前年度と比較いたしますと3,791万1,000円、5.5％の増であります。 

  社会保障財源交付金につきましては、平成26年４月より消費税率が５％から８％に、ま

た令和５年10月からは８％から10％に引上げとなり、この引上げ分につきましては、社会

保障４経費の財源確保という趣旨に基づき、交付されるものであります。この社会保障財源

交付金10億7,828万9,000円につきましては、前年度と比較いたしますと6,880万1,000円、

6.8％の増となっております。 

  お手数ですが、決算審議資料の２ページにお戻りください。 

  次に、区分の11款地方交付税であります。これは普通交付税と特別交付税を合わせまし

た地方交付税の合計額は63億3,654万8,000円となりまして、前年度と比較いたしますと２

億906万9,000円、3.2％の減であります。 

  決算書の20ページ、21ページをお開きください。 

  20ページ中段の科目欄に、11款地方交付税がございますが、21ページの備考欄のとおり、

内訳といたしまて、普通交付税と特別交付税の２つの交付税に分かれております。 

  まず、普通交付税につきましては56億7,311万6,000円、前年度と比較いたしますと２億

6,649万1,000円、4.5％の減となり、一方、災害など当該年度の特別の事情に応じて交付さ

れる特別交付税につきましては６億6,343万2,000円、前年度と比較いたしますと5,742万

2,000円、9.5％の増となったところであります。 

  大変恐縮ですが、もう一度、審議資料の２ぺージのほうにお戻りください。 

  次に、15款国庫支出金につきましては、先ほどの説明のとおり、子育て世帯臨時特別給

付金支給事業や緑化センター跡地の用地購入、また小・中学校の施設改修に係る交付金の減

などにより、前年度と比較いたしますと13億5,780万6,000円、17.4％減となる64億6,164万

8,000円となったところであります。 

  次に、16款県支出金につきましては、前年度と比較いたしますと２億7,522万6,000円、

13.0％の増となる23億9,976万9,000円となります。この増額の理由につきましては、生活

困窮者緊急生活支援金給付事業に係る補助金や教育・保育給付事業の負担金の増などによる

ものであります。 

  次に、22款市債につきましては、双葉中学校の校舎大規模改修工事や敷島北小学校の屋
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内運動場長寿命化改修工事などに充当した防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債の減など

により、前年度と比較いたしますと９億5,907万5,000円、31.2％減となる21億1,803万

5,000円となったところであります。 

  次に、地方債の現在高につきましてご説明させていただきます。５ページをお開きくださ

い。 

  こちらは普通会計の地方債現在高調書となります。 

  会計名、一般会計の表の下段、計（１）の一番右の列に表記しております、対前年度末比

較増減につきましては、地方債の現在高といたしまして９億7,979万円の減となっておりま

す。 

  区分ごと見ますと、表の区分（３）農林水産につきましては、安寺沢林道落石防護工事等

に公共事業等債などを活用したことにより、一番右列に表記しております前年度末比較増減

3,188万1,000円の増となっております。 

  また、（７）の教育につきましては、学校施設の大規模改修工事に伴い、学校教育施設等

整備事業債を活用したことなどにより、一番右列のとおり、５億5,086万7,000円の増とな

り、（８）合併特例債につきましては、償還額が起債額を上回っていることなどにより、一

番右列のとおり、９億3,550万8,000円の減となります。 

  表の下段の３、その他、（３）臨時財政対策債につきましては、前年度と比較いたしまし

て、一番右列のとおり、５億2,891万円の減となっております。これは令和４年度の発行可

能額の減が要因でございまして、臨時財政対策債に係る償還額につきましては、後年度にお

いて交付税措置されることとなります。 

  一般会計の地方債の現在高は、全体といたしまては減少しており、区分、下段の計（１）

の右から２列目のとおり、令和４年度末現在高は211億7,252万4,000円となります。 

  ３ページにお戻りください。 

  次に、歳出目的別の状況でございますが、令和４年度一般会計の歳出を目的別に区分した

表と円グラフとなります。 

  めくっていただき、４ページをお願いいたします。 

  こちらは歳出を性質別に区分した表と円グラフでございますので、歳出の概要につきまし

ては、このページでご説明させていただきます。 

  令和４年度の決算額につきましては、表中の令和４年度決算額①の列の一番下段の歳出合

計のとおり、322億232万1,000円でございまして、右隣の前年度の決算額であります令和３
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年度決算額②と比較いたしますと、増減額の18億4,791万6,000円、5.4％の減となります。 

  歳出につきましては、性質別に大きく分け、表の区分のとおり、義務的経費、投資的経費、

その他行政経費の３つに分類されます。 

  まず、義務的経費につきましては、人件費、扶助費、公債費が対象でございまして、小計

欄のとおり、前年度と比較いたしまして、増減額の記載のとおり、16億6,098万5,000円の

増となり、令和４年度の決算額は167億8,666万5,000円であります。 

  まず、人件費の増額につきましては、第４次定員適正化計画に基づく職員数の増や会計年

度任用職員の地方公務員共済組合加入に伴い、増となったものであります。 

  扶助費の増額につきましては、教育・保育給付事業や自立支援給付事業などのいわゆる社

会保障費の増額のほか、価格高騰緊急支援給付金給付事業や物価高騰対応、子育て支援給付

金支給事業などに伴い、増となったものであります。 

  また、公債費は、前年度の決算額と比較しますと、増減額のとおり、２億9,508万9,000

円、10.2％の増となる31億7,780万5,000円であります。 

  次に、中段の投資的経費の普通建設事業費でございますが、これは道路や橋梁、公園の建

設など社会資本整備に要する費用でございまして、前年度と比較いたしますと、緑化センタ

ー跡地の用地購入、またや小・中学校施設整備費の減などにより、増減額のとおり、10億

6,488万円、30.1％の減の24億7,569万8,000円であります。 

  なお、災害復旧事業費につきましては、15万8,000円の支出がございました。 

  次に、その他行政費用でございますが、特に増減額が多いものにつきましてご説明させて

いただきます。 

  まず、補助費等につきましては、前年度に実施した子育て世帯臨時特別給付金支給事業や

休業等協力事業者応援金交付事業に伴い、減となったものであります。 

  次に、積立金につきましては、財政調整基金及び減債基金への積立てが減となったことに

より、前年度と比較して11億2,516万8,000円の減となったものであります。 

  以上が令和４年度の一般会計の決算の概要でございます。 

  なお、今後、将来的な財政の見通しとしましては、人口減少に伴う市税等の減少、普通交

付税の減少などによる減収が予想される一方で、社会保障費の増加、公共施設の老朽化に伴

う更新や維持・補修費などの増額により、さらに厳しい財政状況に進むことが予測されます。

このため、今後も引き続き歳出の抑制に努めるとともに、公平かつ平等な市税の徴収、また

自主財源の確保や国県支出金などの活用に努めることにより、健全財政を維持してまいりた
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いと考えております。 

  また、新型コロナウイルス感染症対策として実施いたしました安心甲斐・市民支援事業に

つきましては、令和３年度の決算審査特別委員会におきまして、決算集計表の提出について

ご要望をいただいておりますので、本年度につきましても初日に本日配付させていただきま

したので、ご参考としていただければと思います。 

  以上をもちまして令和４年度一般会計の決算概要の説明となります。よろしくご審議をお

願い申し上げます。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  ただいまの説明につきましては、この後、各課、室ごとの詳細な説明がありますので、質

疑を省略いたします。質疑がある場合は、各課、室の審査のときにお願いをいたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前 ９時５３分 

 

再開 午前 ９時５４分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明答弁は簡潔に願います。 

  初めに、議会事務局及び監査委員事務局所管の事業について説明を求めます。 

  山岡議会事務局長。 

○議会事務局長兼監査委員事務局長（山岡広司君） お疲れさまでございます。 

  それでは、議会事務局より、令和４年度決算につきましてご説明をさせていただきます。 

  決算書につきましては、議会費、総務費のうち、議会事務局の所管は54、55ページの議

会費、62、63ページが公平委員会費、74ページから77ページが監査委員費となりますので、

よろしくお願いをしたいと思います。決算参考資料につきましてはナンバー２の１ページと

なります。説明につきましては、決算参考資料において説明させていただきますので、よろ

しくお願いをいたします。 

  それでは、１款１項１目議会費、ナンバー01議会事務局職員費、支出済額3,534万2,662

円は、議会事務局職員４人分の人件費でございます。 

  ナンバー10議員報酬、支出済額１億3,472万6,885円は、議員報酬、期末手当、共済費で
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ございます。 

  ナンバー11議会運営費、支出済額738万2,357円は、会議録調整業務委託、議員費用弁償

及び出張旅費、各市議会議長会負担金、また２年に１度の各常任委員会視察研修旅費などで

ございます。 

  続きまして、ナンバー12議会管理費になります。支出済額394万1,524円は、議員報酬、

システム等委託料、議員出退版入替え工事、参考図書購入代、また議会公用車リース料及び

燃料代でございます。 

  ナンバー13議長交際費、支出済額７万5,000円は、議長の交際費でございます。 

  ナンバー14議員政務活動費、支出済額が173万6,792円で、議員19人分の政務活動費でご

ざいます。 

  続きまして、ナンバー15議会広報事業、支出済額878万6,440円は、議会だよりの印刷代

及び配布委託料、会議録システム作業委託及び配信業務料、議会インターネットデータ作業

委託及び配信業務料でございます。 

  なお、財源内訳のその他16万円につきましては、議会だより広告掲載収入でございます。 

  続きまして、２ページをお願いします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、８目公平委員会費、ナンバー01公平委員会費７万186円に

つきましては、公平委員会委員３人分の報酬と関連経費でございます。 

  次に、６項１目、ナンバー01監査委員費、支出済額116万3,050円は、監査委員３人分の

報酬と関連経費でございます。 

  次に、２目監査委員事務局費、ナンバー01監査委員事務局職員費、支出済額が1,637万

478円。監査委員事務局職員２名分の人件費でございます。 

  以上が議会事務局関連の決算になります。ご審議のほうよろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  なお、所管は、総務教育常任委員会になります。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

  ちょっとお待ちください。 

○委員（松井 豊君） 議会事務局の関係で、12の管理費ですが、その中の参考図書及びと
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ありますね。参考図書、どんなものを買われているのか、参考に教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 森田庶務・議事係長。 

○議会事務局庶務・議事係長（森田 公君） お答えいたします。 

  参考図書につきましては、毎月発行されております「自治日報」、毎月議会のほうに自治

データ、新聞を圧縮したもの等が発行されておりまして、そちらのほうを購入しております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ２ページの公平委員ですが、これ、年間、どのくらい会議しています

か。 

○委員長（長谷部 集君） 酒井監査係長。 

○監査委員事務局監査係長（酒井紀子君） 公平委員会につきまして、昨年度は３回開催して

おります。総会や研修会などもございましたが、コロナ禍により書面開催や中止となってお

ります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかは質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようでしたら、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） １ページの議会管理費のところで、前年度まで議場音響制御操作シス

テムリース料いうのが490万ぐらい使っているんですけれども、これは４年度はなかったい

うことなんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 森田係長。 

○議会事務局庶務・議事係長（森田 公君） お答えいたします。 

  こちらにつきましては長期リースが終了いたしましたので、令和４年度につきましては支

出のほうしておりません。なお、今年度、皆様に前定例会で報告させていただきましたが、

システムの入替えを行いましたので、今年度からまたシステムリース料が長期にわたりまし

て５年間、発生することになっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかは質疑ございませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これで議会事務局についてを終了いたします。 

  次に、会計課所管の事業について説明を求めます。 

  岸部会計管理者。 

○会計管理者（岸部俊一君） それでは、会計課が所管いたします事業の内容についてご説明

させていただきます。 

  決算書は58ページから59ページ、決算参考資料はナンバー２の３ページをお願いいたし

ます。説明につきましては、決算参考資料で説明させていただきます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、３目財務管理費、ナンバー20財務管理費（会計課）につ

きましては、支出済額354万9,254円で、財源は全て一般財源でございます。事業の内容に

つきましては、参考図書の追録代、ファイルなどの事務用品、支出案内書等の印刷製本費と

郵便料など経常的な経費のほか、指定金融機関の口座振替等のデータ交換サービスの手数料、

派出窓口収納等業務委託、ラベル貼り機のリース料などでございます。 

  また、会計課では定期預金等の運用を行っておりますが、令和４年度おきまして、新たに

公募公債を購入いたしました。恐れ入りますが、決算書の156ページをお願いいたします。 

  （５）のまちづくり振興基金中、有価証券の欄に２億円がございます。これにつきまして

は、山梨県発行の公募公債を10年満期で利率0.444で購入したものになります。なお、利子

につきましては令和５年度から発生いたしますので、来年の決算のほうで説明をさせていた

だきます。 

  以上が会計課に係る決算の状況でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了いたします。 
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  これで会計課についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時０６分 

 

再開 午前１０時０８分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔に願います。 

  次に、人事課より、職員人事経費について、決算審議資料により説明を受けたいと思います。 

  小宮山人事課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、人事課から、令和４年度の正職員、再任用職員、会計年度任用職員の人件費の

決算につきましてご説明させていただきます。 

  決算審議資料の７ページをお願いいたします。 

  この表は、職員数と給与等の決算額の表になりますので、この表、正職員、再任用職員、

会計年度任用職員ごとの職員数や給与等の決算額を、令和３年度と令和４年度で比較した表

になりますが、令和４年度の欄をご覧ください。 

  令和４年４月１日の正職員数は470人でありまして、給料、職員手当等共済費の合計であ

る給与等決算額は34億3,180万6,847円でありました。令和３年度と比較しますと６人が増

員となりまして、給与等の決算額は559万3,900円、0.2％の減額でありました。減額の主な

理由でありますが、コロナウイルス感染症の予防接種への職員の出労が減少したことなどに

よります時間外手当の減少が主な理由であります。 

  次に、再任用職員でありますが、職員数が24人でありまして、給与等決算額は１億681万

7,727円であります。令和３年度の決算額と比較しますと、職員数が増えたことなどにより

まして986万2,911円、10.2％の増額でありました。 

  次に、会計年度任用職員でありますが、職員数が367人でありまして、給与等決算額は９

億7,580万8,265円でありました。令和３年度の決算額と比較しますと3,211万3,514円、

3.4％の増額となっております。増額の理由でありますが、一般事務の補助員や育休を取得

した職員の代替として新たな会計年度任用職員を雇用したことなどによる報酬等の増額が主
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な理由となっております。 

  令和４年度の正職員、再任用職員、会計年度任用職員を合計しました職員数は861人であ

りまして、人件費の総額45億1,443万2,839円でありました。令和３年度の決算額と比較し

ますと3,638万2,525円、0.8％の増額でありました。 

  続きまして、令和４年度甲斐市職員給与費決算額の表につきましてですが、正職員、再任

用職員、会計年度任用職員ごとの令和４年度末の会計別職員数と会計別の給与等の決算額の

内訳を記載したものであります。 

  この表の中で、正職員の合計欄の令和５年３月31日時点の職員数468人が、４月１日の職

員数470人と比較しまして２人減員となっております。この理由につきましては、年度途中

に自己都合で退職者が出たためであります。また、会計年度任用職員の合計欄、令和４年度

末職員数379人が、４月１日の職員数367人と比較しまして12人増員となっております。理

由につきましては、年度途中に育児休暇を取得した職員の代替などとして会計年度任用職員

を新たに雇用したことによるものであります。 

  以上が令和４年度の正職員、再任用職員、会計年度任用職員の人件費の決算額の説明とな

ります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  なお、職員人件費につきましては、所管からではありませんので、皆さんの質疑を受けた

いと思います。 

  質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 今、育児休暇の代替で会計年度が増えたということですが、そういう

関係で採用した会計年度職員というのは何人ぐらいいらっしゃるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） まず、令和３年度と４年度で増員となっている会計年度任用職

員の産休代替ですけれども、２人おります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） その２人というのは、例えば産休で休まれた方が２人だから２人とい

うことなんでしょうか。 
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○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 実際は令和４年度中に育休、産休を取得した職員は11人ほど

います。それで、なかなか代替が見つからなくて、見つかった人数だけ増員というような形

になります。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） じゃ、実際はもうちょっと採用したかったけれども、現状として２人

しかできなかったということでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） そのとおりであります。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） その育休を取られた中で男性の方というのは何人ぐらい。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 育休を取った職員は２人、すみません、１人いるんですが、代

替を必要とするまでの期間、長期間にわたる育児休暇は取っておりません。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ちょっと参考に伺いたいですが、再任用職員の場合、給与水準はどう

いう設定になっていたか、ちょっと確認したいんですが。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 再任用職員専用の給与表があります。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 大体、定年くらいで退職している方だと思うんですが、そのときと比

べてどのくらいかということです。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 再任用職員ですと、４級クラスの給料表になります。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかは質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これで職員人件費についてを終了します。 
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  続いて、人事課所管の事業について説明を求めます。 

  小宮山人事課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  今度は、人事課が所管します歳出の決算につきまして説明させていただきます。 

  資料は、決算参考資料のナンバー２の４ページと、あと決算書の54、55ページになりま

す。 

  人事課が所管しております事業は、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の01

総務管理関係職員費から06再任用職員費までの６つの事業であります。説明につきまして

は、決算参考資料に基づき行わさせていただきます。 

  初めに、01総務管理関係職員費でありますが、支出済額が７億4,322万3,855円でありま

して、財源内訳の国県支出金につきましては県移譲事務交付金598万6,000円と、就業構造

基本調査市町村交付金の一部５万5,200円の合計であります。事業内容につきましては、市

長、副市長、教育長の特別職３人と、総合戦略部や総務部などに所属する職員87人の給料、

期末勤勉手当などほか、市町村職員共済組合の負担金など共済費であります。 

  次に、02総務管理関係会計年度任用職員等費でありますが、支出済額が２億1,420万

2,198円でありまして、財源内訳の国県支出金15万7,760円は就業構造基本調査市町村交付

金の一部であります。また、その他財源の421万7,525円でありますが、会計年度任用職員

の雇用保険料の個人負担分であります。雇用保険料は、事業者負担分と合わせて一括で納付

するため、給料から天引きした個人負担分を収入として取り扱う会計処理を行いまして、事

業者負担分と合わせて雇用保険料を納付する際に充当しているものであります。 

  なお、事業内容につきましては、事務補助の会計年度任用職員89人の報酬や雇用保険料

であります。 

  続きまして、03人事管理事業になります。支出済額が1,299万6,632円でありまして、財

源は全て一般財源であります。事業内容につきましては、特別職報酬等審議会経費が10人

の委員で３回開催しましたので、審議会の委員報酬などであります。公務災害負担金は、地

方公務員災害補償基金への負担金並びに非常勤職員の公務災害補償負担金であります。昨年

度の公務災害でありますが、正職員が１件、非常勤職員が11件発生しております。正職員

の事故につきましては、渋滞中に追突されたことによる腰椎の捻挫、非常勤職員の事故につ

きましは、児童との運動保育の時間にアキレス腱を断絶した事故、また荷物の運搬中に指を

挟んだことによる裂傷、転倒による打撲などでありました。 
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  続きまして、内閣府派遣職員等経費でありますが、令和３年度から２年間、内閣府に派遣

した職員と、現在就任されております瀬戸副市長の住居借り上げ料などであります。 

  次の、職員採用試験委託料でありますが、職員採用試験の１次試験、２次試験の試験問題

の提供及び採点の委託料であります。職員採用試験につきましては、１次試験において学力

試験、２次試験におきまして論述試験及び個人面接、集団討論、３次試験におきましてプレ

ゼンテーションと市長や副市長などを面接官とする最終面接を実施しております。実施結果

につきましはて、行政職のほか、土木職や保育士などの区分を設けた試験を実施ししまして、

受験者83人のうち22人を採用しております。採用職員の内訳でありますが、行政職が15人、

土木職が２人、保育士が４人、保健師が１人であります。また、行政職の障がい者枠も公募

しましたが、４人の応募があったところ、合格者はおりませんでした。 

  続きまして、課長等昇任試験、会計年度任用職員適性検査委託料であります。課長等の昇

任試験の論文採点と面接、あと会計年度任用職員の適性検査の問題提供及び採点を委託した

経費であります。なお、課長等昇任試験につきましては論文と面接結果のほかに人事評価も

踏まえ、決定しております。 

  次に、人事給与システム経費でありますが、職員の人事、給与の情報を管理しているシス

テム使用料であります。 

  次の、定年延長制度導入支援業務委託料でありますが、定年延長制度を令和５年度から運

用するのに伴いまして新規制定の条例等７本、廃止を５本、一部改正を24本整備するため

の業務支援を委託した経費であります。 

  次の、一般事務、通信運搬費経費でありますが、事務消耗品をはじめ新採用職員に貸与す

る被服、あと参考図書の追録代、郵送料などであります。 

  続きまして、04の職員福利厚生事業になります。支出済額が941万3,696円でありまして、

財源は全て一般財源であります。事業内容でありますが、産業医報酬が、労働安全衛生法に

基づく白石メンタルクリニックの白石先生を産業医に委嘱していますので、先生に支払う年

間報酬等であります。白石先生に産業医としてお願いしているわけですが、そのほかの業務

としましては職場の安全衛生委員会へ出席をいただきまして、専門的な立場から助言等をい

ただいているほか、職員からの相談、あとインフルエンザの予防接種などにもご協力をいた

だいております。 

  続きまして、職員健康診断助成等でありますが、人間ドックを受診した職員に対する助成

金及び市内の病院と締結した健康診断の委託料であります。昨年度の受診者数の実績であり
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ますが、正職員が425人、受診率は91％、会計年度任用職員が396人で受診率が94.7％であ

ました。 

  続きまして、職員互助会交付金でありますが、こちらは職員互助会に関する条例に基づき

まして、職員の福利厚生の充実を図るため市から交付した交付金であります。職員同士の親

睦を図るため、これまではボウリング大会や日帰りツアーなどに活用していましたが、近年

は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するためイベント等は中止しておりまして、

交付金は主に職員のインフルエンザの予防接種費用に活用させていただいております。 

  決算書は54、55ページになります。 

  05の職員研修事業になります。支出済額が347万1,393円でありまして、財源は全て一般

財源であります。事業内容でありますが、職員研修講師謝金、旅費等が、人事評価研修、コ

ンプライアンス研修、これなどの講師へ支払った謝金及び交通費であります。 

  次の、市町村職員研修所負担金等でありますが、山梨県市町村職員研修所等の研修に職員

が参加した際の負担金であります。昨年度の実績でありますが、延べ682人の職員が研修に

参加しております。 

  次に、06の再任用職員費であります。支出済額が１億681万7,727円でありまして、財源

は全て一般財源であります。事業内容でありますが、令和２年度からの再任用職員８人、令

和３年度からの再任用職員３人、令和４年度からの再任用職員13人の合計24人に対します

給料、期末勤勉手当、社会保険料などであります。 

  以上が令和４年度の人事課が所管します事業の決算状況であります。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対し、質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  なお、所管は引き続き総務教育常任委員会になります。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  口委員。 
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○委員（ 口孝之君） ４ページの03人事管理事業のところで、右のほうの課長等承認試験

ってありますけれども、まず聞きたいことは、何人ぐらい課長承認試験を受けたんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 令和４年度は35人、男性21人、女性14人の職員が受験しまし

て、８人が承認しております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） その中で合格率というのは何人ぐらいですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 22.9％になります。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 22.9％の中で女性は何人ぐらい合格しているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 女性に限ってという回答になりますけれども、女性14人に対

しまして５人承認しておりまして、35.7％となっております。 

○委員（ 口孝之君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかは質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ４ページの人事管理事業で、障がい者枠で４人受験されたということ

なんですけれども、採用予定というのはその枠にはないんですか、ゼロだということで。４

人受験されて採用がゼロだったいうことですよね。障がい者枠で採用予定いうのはもともと

ないんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 当然、予定はしております。予定しておりました。ただ、１次

試験で合格点に至らずに、１次試験で不採用という結果になっております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 試験で合格に至らなかったということなんですけれども、それはやっ

ぱり障がい者ですから、ある程度ハンデがあると思うんですが、そのハンデについてちょっ

と伺いたいんですけれども、考慮について。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 
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○人事課長（小宮山 厚君） ハンデというのはあれですかね。身体的または精神的というこ

とになりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 採用試験を受けるに当たって、健常者と比較した場合、採用基準

のハンデみたいなものはあるかどうかと、多分、そういう質問だと思います。 

○人事課長（小宮山 厚君） 失礼しました。ハンデというのは別に設定はしておりません。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

〔「すみません、もう一度お願いします」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 試験問題が高卒同程度という試験問題にはなっていますので、

年齢に問わず、高校卒業程度の試験問題ということであります。大変申し訳ありませんでし

た。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） さっきの障がい者雇用枠の件であれなんですけれども、今現在、障が

い者の雇用の枠ってどのくらいなのか。あと、今現在、障がい者で働いている率ですか、障

がい者率。どのぐらいになっているのか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 本年の６月１日というような回答でさせていただきますが、

22人おりまして、雇用率は2.61％になっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。 

  職員採用で土木関係２名ですか、令和４年度採用したという結果なんですけれども、採用

も含めて、全体の中で積算といいますか、要するに工事を発注するときに、庁内でその概略

の、このくらいかかるよという概算が見積もれる、そういった技能を持った方はいらっしゃ

るのかどうか。もしそういった方がいないということになると、全額丸投げで外注で概算を

出して、しかもそこに入札を、最近の入札は予定価格を公示だということですので、市の関

与する度合いというのが非常に見えてこないんですが、その辺、どう考えているか。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤総務部長。 

○総務部長（小澤 明君） お答えします。 
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  専門職の採用についてでありますけれども、技術職、特に建築に関する専門職の不足のほ

うが、委員おっしゃるとおり、指摘、毎年、例年されておりますので、本年度の話をさせて

いただきますと、本年度につきましては、社会人枠として、建築に関する業務として、１級

建築士の資格を有する者を募集をいたしました。ところが、残念ながら応募のほうは今年度

に関しましては１人もありませんでした。やはり給与等を考えますと、民間と比較すると非

常に厳しい現状ではありますが、ラインやホームページなどウェブサイトを活用し、若い

方々にも周知するなど一人でも多くの方に興味を持っていただき、受験してもらえるように

努めてまいりたいと考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ぜひ、その方向性はそれでいっていただきたいと思うんですが、民間

の建設会社の例を取りますと、やはり社内にそういった専門といいますか、明るい方が必ず

いて、見積もりをして、じゃこのくらいでというお話をお客さんに持っていく。これが普通

のルートだと思うんですけれども、市の場合は、今言ったように、内部で確たるものを持っ

ていなくて外部の概算を流用するというようなことを、これ早く改めないと、業者任せとい

うことで、市民目線からしたら非常に不思議なやり方だなと私は思いますので、ぜひ早急に

その辺の人材確保、これをお願いしておきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかは質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 07番の福利厚生のところで、職員の健康診断の助成率が91％と94％

ということなんですけれども、これに入らない方というのは自分でやっているということで

よろしいんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） これ以外の職員は受診してないという結果です。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 今、言葉が出ました人間ドックとかいろいろ個人的にやられていると

いうことでよろしいんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 人間ドックや健康診断を受診しなかった職員ということであり

まして、この職員につきましては、正職員につきましては、今年度に入ってから、私のほう
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が理由と今年度は必ず受けるようにというようなことで、全職員を対象に指導したところで

あります。 

○委員長（長谷部 集君） 個人的に受けている方も受けた数に入っているということですよ

ね。 

  小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 大変失礼しました。入っておりません。 

○委員長（長谷部 集君） 宮崎人事係長。 

○人事係長（宮崎 建君） お答えいたします。 

  個人的に受けた場合でありましても、事業主健診というものがございまして、労働安全法

に基づきまして事業主が受けさせるべきものというのがございますが、それと同じ項目を満

たされているもので、領収書、健康診断結果提出されましたら、事業主健診受けたとみなし

まして、カウントしてございます。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） これは民間でもそうですけれども、健康診断というのは年に１回、必

ず受けるような形でなっていますので、ぜひ100％なるように頑張っていただきたいという

ように思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ４ページ、03の人事管理のところの公務災害というのがあったんで

すけれども、正職員が１件に対して非常勤が11件。これちょっと、多い、少ないというの

は分からないんですけれども、例えば非常勤の方がけがされることが多いというのは、例え

ば安全管理の面で、そういう業務に対しては安全教育というんですか。そういったものとい

うのはちゃんとされているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 毎年、年２回ほど安全衛生委員会というものを開催しておりま

すので、そのときにそれぞれの職場の代表者が集まりますので、そういったところを通じて

けがなどには注意するようにというのは。また、こういった事例が起きているというような

報告をした中で注意するように話はしております。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ということは、非常勤の職員の方にはそういったことが一応浸透して
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いるということでよろしいんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） そう考えております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 04職員福利厚生事業について、職員健診なんですけれども、民間の

医療機関を利用してとありますが、どこの医療機関かお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 宮崎係長。 

○人事係長（宮崎 建君） お答えいたします。 

  事業主健診ということで契約しておりますのは、昨年度につきましては、竜王リハビリテ

ーション病院にお願いをいたしました。また、人間ドック等につきましては任意の、共済組

合が契約しているところということになりますけれども、厚生連でありましたり、山梨病院

等ございます。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかは質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  なければ委員の質疑を終了いたします。 

  ここで人事課についてを終了します。 

  暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  会議の再開を後ろの時計で10時50分からといたします。 

 

休憩 午前１０時３７分 

 

再開 午前１０時４７分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔に願います。 

  次に、総務課所管の事業について説明を求めます。 

  小林総務課長。 
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○総務課長（小林一三君） お疲れさまです。 

  総務課所管の令和４年度決算につきまして説明いたします。 

  決算書は56、57ページ、決算参考資料はナンバー２の５ページからとなります。 

  それでは、決算参考資料にて説明いたします。５ページをお開きください。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー12総務管理事業、支出済額

1,465万6,250円。財源内訳のその他100万7,800円は、ふるさと寄附金100万円及び総務課雑

入の地図売りさばき代7,800円の合計であります。主な内容は、委託しております竜王庁舎

の宿直業務及び電話交換業務の委託料、議会へ提出いたします議案書ほか関係資料の印刷経

費、ウクライナ人道支援救援金のほか、年間の新聞購読料、事務消耗品等の購入に係る経費

でございます。 

  次に、ナンバー13文書管理事業、支出済額1,062万8,969円は、市例規集等の追録加除、

各庁舎間等の文書配達を行うメール便運行経費、現行法令及び市例規検索システムのデータ

更新、郵便料金計器リース料、環境速報情報サービス使用料のほか、個人情報保護法の改正

に伴う例規支援業務委託等の経費であります。 

  資料の６ページをお願いいたします。 

  ナンバー14国際交流事業、支出済額17万2,227円です。タラマラハイスクールの派遣事業

及びキオカック市の有効交流団の受入事業は、新型コロナ感染症の感染拡大により中止とな

っております。主な支出としては、甲斐国際交流協会補助金等であります。 

  次に、ナンバー17竜王庁舎駐車場管理事業（管理係）、支出済額1,953万9,700円。財源

内訳のその他は、職員駐車場使用料であります。庁舎周辺の駐車場整理及び来庁者の安全確

保業務委託、職員駐車場等として借用している約7,200平米の地権者４人への借地料、また

庁舎西側駐車場舗装工事費であります。 

  ２目文書広報費、ナンバー10情報公開・行政不服審査事業、支出済額34万6,544円。財源

内訳のその他は、情報公開に伴う複写手数料９件分であります。情報公開、個人情報保護審

査会委員の報酬、郵便料のほか、行政文書の廃棄、溶解処理委託の経費であります。 

  資料の７ページをお願いします。決算書は58、59ページになります。 

  ３目財務管理費、ナンバー10財務管理費（管理係）、支出済額11万1,979円は、公金総合

保険の掛金でありまして、市が取り扱っている公金の盗難や火災による焼失等の事故により

市が損害を被った場合、補塡される保険となります。 

  ４目財産管理費、ナンバー01竜王庁舎維持管理事業、支出済額１億2,989万1,952円。財
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源内訳のその他1,432万6,173円は、市有地への電柱設置及び自動販売機等設置使用料並び

に山梨中央銀行へのＡＴＭ用地貸付料などの収入であります。光熱水費、燃料費、庁舎各種

設備の点検保守や清掃等の委託経費、複写機等のリース料のほか、コピー用紙等配当消耗品

の支出が主な内容となります。そのほか、前年度からの繰越明許費は安心甲斐・市民支援事

業として実施した感染予防自動開閉蓋洋式トイレ整備工事及び空気清浄機の購入であります。

トイレ整備工事につきましては、和式便器から洋式便器への改修をはじめ非接触型便座への

変更、小便器の自動洗浄化や手洗いの自動水洗化などを行い、不特定多数の人が使用するト

イレ内の感染予防、衛生対策として工事を実施したところであります。空気清浄機について

は、飛沫感染防止対策として空気清浄機22台を購入し、人が密集する会議室や廊下などへ

設置したところであります。 

  次に、ナンバー03公用車維持管理事業、支出済額1,241万9,719円は、総務課が管理して

いる９台の公用車の維持管理経費、市所有の公用車94台分の任意保険料及び昨年度買換え

を行った軽自動車７台分の購入経費であります。 

  資料８ページをお願いいたします。 

  ナンバー04市有財産維持管理事業、支出済額872万1,664円。財源内訳のその他872万

1,664円は、行政財産使用料、不動産売払い収入の一部、事故保険金及び保険還付金などを

充てております。市が保有している190施設の災害共済保険料をはじめ市民賠償保険や予防

接種、市営住宅などの賠償・補償に係る保険料のほか、市有地の雑草除去等の管理経費等で

あります。 

  決算書は、64、65ページとなります。 

  10目固定資産評価審査委員会費、ナンバー01固定資産評価審査委員会費、支出済額２万

7,000円は、委員３人の報酬であります。昨年度は、新型コロナ感染症の感染拡大により、

研修会は中止となっております。 

  資料９ページをお願いします。決算書は、70ページ、71ページとなります。 

  ４項選挙費、１目選挙管理委員会費、ナンバー01選挙管理委員会運営事業、支出済額42

万9,284円。財源内訳の国県支出金7,886円は、在外選挙人名簿登録事務交付金であります。

委員４人の報酬、選挙啓発物品の購入、関係団体への負担金等であります。 

  ３目市議会議員選挙費、ナンバー01市議会議員選挙職員費、支出済額251万7,009円は、

昨年４月24日執行の市議会議員選挙に要した選管事務局職員の時間外・休日勤務手当にな

ります。 
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  次に、ナンバー02市議会議員選挙執行事業、支出済額3,000万6,549円。内訳は、投・開

票事務従事者に対する手当をはじめ、期日前及び選挙当日の投票管理者、立会人等の報酬、

選挙事務消耗品や啓発チラシの印刷、入場券の郵便料、ポスター掲示場の設置・撤去委託や

読取分類機等のリース料のほか、選挙運動公費負担等の経費となっております。 

  資料10ページをお願いします。  

  ６目県知事選挙費、ナンバー01県知事選挙職員費、支出済額386万8,629円。財源内訳の

国県支出金は、全額県からの選挙費委託金であります。１月22日執行の県知事選挙に要し

た選管事務局職員の時間外・休日勤務手当になります。 

  次に、ナンバー02県知事選挙執行事業、支出済額1,706万6,270円。財源内訳の国県支出

金は、全額県からの選挙費委託金であります。投・開票事務従事者に対する手当をはじめ期

日前及び選挙当日の投票管理者、立会人等の報酬、選挙事務消耗品や啓発チラシの印刷、入

場券の郵便料、ポスター掲示場の設置・撤去委託や読取分類機等のリース料等の経費となっ

ております。 

  決算書は72、73ページとなります。 

  ７目県議会議員選挙費、ナンバー01県議会議員選挙職員費、支出済額86万837円。財源内

訳の国県支出金は、全額県からの選挙費委託金であります。４月９日執行の県議会議員選挙

の事前準備に要した選管事務局職員の時間外・休日勤務手当になります。 

  次に、ナンバー02県議会議員選挙執行事業は、支出済額519万768円です。財源内訳の国

県支出金は、全額県からの選挙費委託金であります。告示前に要した選挙事務消耗品のほか、

啓発チラシの印刷、入場券の印刷業務委託及び郵便料、ポスター掲示場の設置委託等の経費

となります。 

  資料11ページをお願いします。 

  ９目参議院議員選挙費、ナンバー01参議委議員選挙職員費、支出済額453万5,547円。財

源内訳の国県支出金は、全額県からの選挙費委託金であります。昨年７月10日執行の参議

院議員選挙に要した選管事務局職員の時間外・休日勤務手当になります。 

  次に、ナンバー02参議院議員選挙執行事業、支出済額1,859万6,328円。財源内訳の国県

支出金は、全額県からの選挙費委託金であります。投・開票事務従事者に対する手当をはじ

め期日前及び選挙当日の投票管理者、立会人等の報酬、選挙事務消耗品や啓発チラシの印刷、

入場券の郵便料、ポスター掲示場の設置・撤去委託や読取分類機等のリース料等の経費とな

っております。 
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  説明は以上であります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ７ページの洋式トイレの整備工事ですが、何件くらいやったですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小林課長。 

○総務課長（小林一三君） お答えいたします。 

  トイレ整備工事につきましては、本館の16か所、また非接触型便座への変更につきまし

ては、本館16か所と新館13か所も合わせて実施をしております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかは質疑ございませんか。 

〔「なしですね」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 大丈夫ですか。 

  ないようですので、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ８ページの市有財産で、先ほど不動産売払いって説明があったんです

けれども、内訳はどんな感じなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小林課長。 

○総務課長（小林一三君） すみません。先ほどの財源のところのご質問だと思います。不動

産売払い収入としてですが、985万5,452円ということで、その内訳はですが、16件という

ことでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 歳入に関する質問だと思いますので、一度質疑を受けますけれど

も、歳入のときに、もしもっと詳しいことを知りたければお願いをしたいと思います。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） どういうものを売ったのかということを聞きたかったんですけれども。

例えば土地を売ったのか、建物を売ったのか。 

○委員長（長谷部 集君） 小林課長。 
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○総務課長（小林一三君） すみません。先ほどの数字、985万5,452円というのですが、不

動産売払い収入全体額でございまして、資料の８ページですが、財源としては支出全体額は

872万1,664円ということで支出額以上の歳入がございましたので、それ以外は一般財源化

されているということになりますので、そのうちこれを歳出充当に充てているという状況で

ございます。 

  不動産の売払い収入につきましては、内容につきましては、法定外公共物、例えば赤道と

か青道、これについては長年の土地利用の変化などによりまして、現状、用途がですが、本

来の用途に機能がなくなって、将来によって機能回復させる必要がないと認める場合はです

が、所定の手続をおきまして、隣接の土地所有者のほうにですが、そうやって譲渡をしてい

る、有償にて譲渡しているというもので、その内訳等がですが16件ということで、そのほ

かにもですが、例えば普通財産のほうで所有している土地をですが、有効的に活用するため

に売却するというものもございますけれども、今回、14年度につきましては、16件を売却

して収入を得ると。で、歳出の財源に充てているというものでございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。 

  選挙関係で、知事選、県議選、参議院選と３つあったわけなんですけれども、ここの中の

ポスター掲示、これポスター掲示場というのは市議会議員も含めて固定されているような感

を私は持っているんですが、この金額の違いというのは、掲示場所が少ないとか多いとか、

そんな関係があるのかないのか、お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 小林課長。 

○総務課長（小林一三君） ポスター掲示場の設置箇所につきましては、市内150か所に設置

をしております。ただ、選挙ごとにですが、例えば候補者数等が異なる。例えば市議選につ

きましては20人の候補者が出ますとその区画数が異なりますので、それに伴って、例えば

県議選であれば、４人の立候補者であれば区画数が異なる。金額にそこで差が出てくるとい

うものでございます。 

○委員（金丸 寛君） 分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかは質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ７ページの公用車維持管理事業なんですけれども、今、電気自動車と
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かそういうのの導入というのはどういうふうになっているんでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 小林課長。 

○総務課長（小林一三君） 電気自動車の購入予定についてでございますが、脱炭素に向けた

取組計画としてはですが、令和12年度までに公用車のおおむね50％以上ですが、電気自動

車のほうにするという予定でおります。こうした目標を踏まえまして、総務課のほうで管理

している64台につきましてはですが、車両64台を更新する際はですが、電気自動車のほう

にですが、切り替えていくということになるんですけれども、その計画は来年度までにです

が、そういった方針計画を立てる予定で考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） ５ページの12番、総務管理事業の中で確認させてください。竜王庁

舎宿直業務委託、うたってありますけれども、まず委託先と宿直は何名で行っているんです

か、委託先。 

○委員長（長谷部 集君） 日本総務係長。 

○総務係長（日本 修君） お答えします。 

  委託先は山梨グローブシップ株式会社でございます。人数に関しましては２人体制でやっ

ていまして、１人が17時15分から８時30分まで、もう一人が17時15分から22時30分までと

いう体制で行っています。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 宿直していただいているときに、夜間に緊急事態とか災害事態が発生

したというときには、そういうときの連絡網というのはどういうような状況になっているん

でしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 日本係長。 

○総務係長（日本 修君） 宿直室のほうにファイルがありまして、そこに各所属の担当の連

絡先が、電話番号がありまして、緊急の場合はそちらのほうに連絡をしていただくという形

になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 各所属というと１人でそれを全部やるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小林課長。 

○総務課長（小林一三君） 宿直のほうにはですが、そのファイルというのは年度当初にです

が、職員が人事異動に伴いまして毎年更新されます。その際に全課の職員ですが、緊急連絡
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先ということで携帯電話をですが、一覧表にしたものをですが、課ごとにまとめて宿直室の

ほうに配布しております。そこでですが、休日・時間外のときに、もし何か緊急対応が必要

な場合はですが、担当する者がですが、職員に直接電話をかけて対応をするというケースが

ございます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかは質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで総務課についてを終了し、暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔に願います。 

  次に、スマートプロジェクト推進課所管の事業について説明を求めます。 

  森澤スマートプロジェクト推進課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） お疲れさまです。 

  スマートプロジェクト推進課が所管いたします令和４年度決算内容につきましてご説明さ

せていただきます。 

  決算書は60、61ページ、決算参考資料につきましては、ナンバー２の12、13ページとな

ります。 

  それでは、決算参考資料によりご説明をさせていただきます。 

  12ページをご覧ください。 

  予算科目の２款総務費、１項総務管理費、６目情報管理費のナンバー01情報課推進事業

につきましては、支出済額7,015万1,018円でありますが、これは現年分と繰越明許分の合

計額となりまして、そのうち現年分といたしましては5,734万5,154円を支出しております。

現年分の財源内訳でありますが、市債については合併特例債、その他財源については他の市

町と一つに束ね共架している光ケーブルを、公共工事等により移設する際に発生する工事の
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負担金で、経費負担について協定を締結している南アルプス市と昭和町からの負担金となり

ます。残りは一般財源であります。 

  事業内容につきましては、甲斐市イントラネット光ケーブル回線の電柱共架料や地デジ共

同受信施設の保守管理、また都市計画道路滝坂下今井線の光ケーブル共同溝移設に係る負担

金などの光ケーブル回線等維持管理費、各種システムや共通機器に係る購入・修繕費、コン

ピューターウイルス感染防止に係る対応ソフトライセンス更新などの情報セキュリティー対

策事業費、山梨県と県内市町村における共同サービス業務であるやまなしくらしねっとの電

子申請受付共同事業への負担金等、令和２年度から計画的に実施しています竜王庁舎本館３

階情報センター内の天井据付け型ルームエアコンの入替え工事費、そして敷島北部のテレビ

難視聴地域に設置している地上デジタルテレビ中継施設の耐用年数経過に伴う機器更新工事

費などを支出しております。 

  また、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーション事業においては、電子申請手続などの構築ソフトに

係る窓口申請デジタル化経費、ペーパーレス会議に伴うインターネット使用料やライセンス

購入等経費や業務自動化により効率性を高めるＡＩ、ＲＰＡを活用した事業においては、保

育所の入所選考に導入したところであります。また、27項目の行政地図データの一元化に

より、横断的な情報共有を行う甲斐市統合型ＧＩＳ導入業務委託料や国のデジタル田園都市

国家構想実現に向けた地域の取組を公表する夏のＤｉｇｉ田甲子園への動画作成委託料など

を支出しております。 

  繰越明許分につきましては1,280万5,865円を支出しておりまして、財源内訳は全て一般

財源となります。繰越明許分の事業内容につきましては、働き方改革の一環としてウェブ会

議やテレワーク及び会議場でのペーパーレス化推進のための経費でありまして、タブレット

33台、パソコン８台の購入費、各種ソフト等の設定委託料、タブレット及びソフト活用の

ための講習会講師への謝金などを支出しております。 

  資料の13ページをお願いいたします。 

  上段のナンバー02情報系システム運営事業になります。支出済額6,117万1,980円で、財

源内訳は全て一般財源であります。この事業は、職員１人１台の情報系パソコン及びネット

ワーク管理等に関わる経費でありまして、主な内容は、ネットワーク機器の更新業務委託料

や各種サーバー、システム及びプリンターの保守委託料などのシステム維持管理経費、職員

間のグループウエアや総合行政ネットワークＬＧＷＡＮで使用しているライセンスなどの更

新に伴うソフトウエア経費や情報系パソコン540台のリース料、情報系パソコンからのイン
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ターネット接続を山梨県で集約し、セキュリティインシデントに対する安心安全な通信環境

を確保する山梨県情報セキュリティクラウドに関わる負担金等の経費、テレワークに関わる

ＳＩＭ回線の使用料、そして、ネットワーク機器や仮想基盤システムの更新やリースに関わ

る経費であります。 

  続きまして、下段のナンバー03業務系システム運営事業になります。支出済額は１億

2,795万3,549円。財源内訳の国県支出金は、介護保険制度改正に伴うシステム改修事業及

び行政手続オンライン化対応に伴うシステム改修へのデジタル基盤改革に関する補助金であ

ります。残りは一般財源であります。この事業は、住民基本台帳、税関係及び福祉保健関係

の業務などの各システム及び附属機器等の保守・運用等に関わる維持管理費や、法改正等に

対応するためのシステム改修に要した経費となります。 

  事業内容につきましては、総合行政システムリームスをはじめ、各種基幹系業務システム

の保守や利用料などの維持管理経費、税制改正や介護報酬改定などの法改正等によるシステ

ム改修対応経費、個人番号制度対応経費につきましては、マイナンバーを用いた情報連携を

行うための中間サーバーブリッジシステムの更新費や、地方公共団体情報システム機構に対

する国の自治体中間サーバー共同利用への負担金であります。その他、業務系パソコン230

台の入替えに伴うリース料及び設定経費、セキュリティー対策高度化のための顔認証システ

ムの入替え、また、納税者の利便性の向上を目的とした地方税共通納税ＱＲコード対応業務

経費や、マイナンバーカードを活用した26種の行政手続オンライン化対応システムの構築

業務委託などを支出しております。 

  以上でスマートプロジェクト推進課に関わる令和４年度決算についての説明とさせていた

だきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 大分こういったものが入ってきているんで、フローというか、ちょっ

と絵にしないと、字では分かりにくくてあれなんで、分かりやすい絵柄にしたものがあれば、

後で参考にお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 
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○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） 今のご質問はあれですか、ＳＭＡＲＴ甲斐

プロモーションのイメージ的なものでよろしいですか。 

○委員（松井 豊君） ええ、結構です。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） 分かりました。 

  そうしましたら、今までの実施してきた内容とかまとめてるものを、またご提出させてい

ただきます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。 

  ＡＩ、ＲＰＡの活用という項目がございます。一般質問でもしましたけれども、保育所の

入所、これにＡＩを活用したらというを提案したら、昨年度からそれを取り入れていただい

たということで、以前の仕事量と、これを取り入れることによっての省力化、あるいは時間

的なものとか、職員の皆さんに対する負担減と、それから、父兄の皆さんに対する対応の時

間がしっかり取れたというような顕著な結果といいますか、そういったものが出ているかど

うか、お聞きしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） 今は保育所の入所選考だけでよろしいでし

ょうか。全体でなくて。 

  保育所の入所選考につきつきましては、ＡＩ－ＯＣＲプラスＲＡ、そちらのほうのシステ

ムを活用しまして、削減時間的には104時間、時間削減をされておりまして、割合としまし

ては72％効果があるということです。 

  また、入所選考のマッチングにつきましては、削減時間のほうは49時間、全体的な削減

割としましては94％削減実績となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 
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○委員（谷口和男君） 12ページの業務系システム運営事業で、顔認証システムの入替えと

あるんですけれども、これはいつ頃導入されたのを入れ替えるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 荻原情報政策課係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 顔認証システムについてお答えいたします。 

〔発言する者あり〕 

○情報政策係長（荻原実香君） 申し訳ありません。 

  顔認証システムは令和４年で６年目となりまして、それで保守が切れましたので、このた

び更新を行いました。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 機器を入れ替えるということですか。病院とかに置いてあるような、

あの機器を入れ替えるんでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） サーバーがありまして、サーバーの更新と、あと、各パソコ

ンのほうで顔認証をして入るんですけれども、そちらの設定の委託になります。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） サーバーも交換、何年ぐらいで交換しているんでしょう、これ。 

○委員長（長谷部 集君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 一般的には、サーバーは５年程度の耐用年数なんですけれど

も、保守延長が続くところまで延長しまして、今回は６年目で保守の延長が終わりましたの

で、新しくサーバーのほうを更新を行いました。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 情報化推進事業のところで窓口申請デジタル化というのがあったんで

すけれども、これはどういったことをやったのか、ちょっと例を教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） こちらの窓口申請のデジタル化につきまし

ては、ＬｏＧｏフォームという電子申請のソフトがありまして、そちらを職員のほうに研修

をすることによって活用拡大を図りまして、いろんな、例えば申請のもの、応募するもの、

そういったものにその様式を使ってシステム構築をしたというような内容となります。 
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○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） すみません。例えば何か書かなくて済むようになったとか、そういっ

たものとかはあるんでしょうか。例えば端末から、スマホから申請できるとか、そういった

ものはあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） もう少し具体的な説明をお願いします。 

  森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） 申し訳ありません。 

  パソコンやスマートフォンからオンライン手続がすることができる電子申請システム、こ

れがＬｏＧｏフォームというものがありまして、その使用料がこの今回の支出になるんです

けれども、こちらを各所管の職員が様式を使って、そのフォームを使って様式を作成して、

各種業務の簡略化やサービス、そういったものに取り組んでいるような状況になりまして、

今現在で約44種類の申請フォームをつくっております。 

  例えば、それ以外に、道路や水路、カーブミラーとか防犯灯、公園等における不具合の通

報システムなんかもこちらのＬｏＧｏフォームを使って作成したものとなっております。 

○委員長（長谷部 集君） 一般の市民の方が申請をするときにデジタルで、オンラインとか

で申請をする。それを受ける職員がという、そういう意味ということですか。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） そうですね。一般の方が市のホームページ

等に通じて、電子申請の様式がありますので、そちらでいろんな募集とか申請をしてもらう、

その様式を職員がつくってホームページに掲載する。そのフォームの使用料となっておりま

す。 

○委員長（長谷部 集君） 窓口だけじゃなくて広く全庁で、いろんな担当課でそれを使って

いるということ。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） そのとおりであります。 

○委員長（長谷部 集君） ということだそうです。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません。 

  同じくあれなんですけれども、業務系システムの維持管理費いうことで、これは業者に委

託しているんでしょうか。その業者名分かれば、お願いしたいんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 業務系システムの保守業務につきましては、長野県にありま
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す株式会社電算と契約を締結しています。県内にも支社がありますので、すぐに担当のほう

が来ていただける体制にはなっております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  もう一度答弁もらえますか。 

○委員（谷口和男君） 最初ちょっと聞こえにくかったんで。 

○委員長（長谷部 集君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） 業務系システムの保守業者につきましては、長野県にありま

す株式会社電算と契約を締結しています。山梨支社がありますので、すぐに担当者のほうが

こちらのほうに来ていただける体制になっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません。聞き逃したらごめんなさい。12ページの繰越明許の件

ですけれども、理由は何なんですか。ちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） こちらにつきましては、令和４年度になり

ますけれども、令和５年２月の補正予算のほうで、安心甲斐・市民支援事業として予算を計

上いたしましたが、タブレット端末の発注や活用に際する設定に期間を要するほか、コロナ

禍の影響によりまして半導体等の部品の不良・不足が想定されまして、納品時期が間に合わ

ない状況を思慮しまして繰越明許のほうをお願いしたところであります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。ありがとうございます。 

  もう一つ、ペーパーレス化についてですけれども、デジタル化を進めていく上でペーパー

レス化も進めていくということなんですけれども、具体的にこういった計画というのが何か

立ててあるんですか。どのぐらいのあれで削減していくとか、何かそういう計画みたいのが

あるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） ペーパーレス化につきましても、ＳＭＡＲ

Ｔ甲斐プロモーションの方針となっておりまして、一応、令和６年度までに計画として行っ

ております。その中に、テレワークシステムの構築であったり、ウェブ会議のシステムの構

築、そういったものが入って、徐々に取り組んでいるような状況となっております。 
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○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

  具体的に紙というか用紙を何か減らすとかというのは特にないんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） 一応、設備・機器の導入を進めておりまし

て、例えば議会であったり、部課長会議のほうでタブレット等を活用して会議等を行ってお

りまして、実際の用紙等の削減なんかというのは将来的な目標になるんですが、これが全体

的な官公庁であったり民間事業者、そういったものの全体的なペーパーレス化がまだ進展し

なければ、そういったものにまた反映してこないのかなということで、全体的にペーパーレ

ス化が進んでいきますと、こちらの事務についても用紙等の削減が見込めるかなというふう

には考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 数値的な目標があるかという多分質問だと思うんですけれども。 

  森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） 特に数値的な目標等は設定しておりません。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 13ページの03個人番号制度、これに540万ほど出ているんですけれど

も、これマイナンバーカード関係ということでよろしいでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） こちらはマイナンバー制度に係る国の情報

提供ネットワークシステムをつなぐ地方公共団体情報システム機構の中間サーバーとプラッ

トフォーム、市の宛名や住基、福祉、税務系システムとの連携をするためのシステム、こち

らの入替え経費の支出となっておりまして。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） もう一点、マイナンバーカードについて、甲斐市、どのぐらいの申請

といいますか、申請率、現状お知らせいただきたいです。 

○委員長（長谷部 集君） スマプロでいいですか。 

  所管がスマートプロジェクトではなく市民戸籍課の関係になると思いますので。 

○委員（金丸 寛君） すみません。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 
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  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 12ページの01情報化推進事業なんですけれども、不用額が600万円ほ

どあるんですが、何かこれ理由があるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 荻原係長。 

○情報政策係長（荻原実香君） こちらの不用額につきましては、情報系のシステムの保守業

者を入札で行っているんですが、入札の執行差金が主な理由になります。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。同じことで、13ページの03業務系システム運営事業も、

その入札関係での不用額ということでしょうか。900万円ほど。 

○委員長（長谷部 集君） 森澤課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（森澤篤史君） こちらにつきましても、入札等の執行差金、

そのほかに、標準化に伴う文字の同定作業のほうは、国の予定のほうで仕様のほうがまだ完

成していないということで、そちらのほうを繰り越したような内容、そういったものを含め

た差引きとなっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ委員の質疑を終了いたします。 

  これでスマートプロジェクト推進課についてを終了します。 

  暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  まだ11時半なんですけれども、この次の防災が昨年を見ると結構時間かかっているとい

うことなので、ここで昼食の休憩にしてしまって、午後ちょっと早めに、午後１時15分か

ら再開ということにしたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時３３分 

 

再開 午後 １時１２分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明答弁は簡潔にお願いいたします。 

  次に、防災危機管理課所管の事業について説明を求めます。 
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  島田防災危機管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） お疲れさまでございます。 

  防災危機管理課から令和４年度の決算概要につきまして説明させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

  決算書は62ページから65ページ、決算参考資料はナンバー２の14ページをお願いいたし

ます。 

  説明につきましては、決算参考資料で説明させていただきます。 

  ２款総務費、９目交通安全防犯対策費でありますが、５事業の支出済額は4,582万9,718

円でございます。 

  それでは、事業ごとに説明させていただきます。 

  ナンバー２交通安全対策関係、会計年度任用職員等費、支出済額939万840円。事業内容

は、専門交通指導員７名の報酬、期末手当、社会保険料、通勤手当でございます。 

  次に、ナンバー10交通安全指導員費、支出済額48万834円。事業内容は、市が委嘱してお

ります交通指導員20人の報酬、専門交通指導員に貸与する制服や交通指導員の傷害保険料

等でございます。 

  続きまして、ナンバー11交通安全施設整備費、支出済額598万8,400円。事業内容は、交

通安全施設の修繕といたしまして、カーブミラーの修繕及び交通安全施設の設置工事としま

して、カーブミラーを施工したものであります。 

  ナンバー12交通安全対策費、支出済額334万1,092円。事業内容は、交通安全教室の啓蒙

物品や郵便料などのほか、甲斐市交通対策推進協議会、交通安全協会３支部への団体補助金

であります。 

  次に、ナンバー14防犯対策推進事業、支出済額2,662万8,552円。事業内容は、山梨県防

犯協会への青色防犯パトロール車運行業務委託、防犯灯の設置工事、ＬＥＤ防犯灯のリース

料、防犯灯の維持管理に関わる自治会に対する電気料や修繕などへの補助金等でございます。 

  交通安全防犯対策費の関係につきましては以上でございます。 

  次に、決算書は66、67ページ、参考資料は15ページをお願いいたします。 

  14目諸費であります。 

  ナンバー04自衛官費、支出済額８万9,000円。財源内訳の国県支出金３万9,000円につき

ましては、国庫支出金の自衛官募集事務市町村交付金であります。事業内容は、自衛官募集

広報記事掲載料、自衛官募集相談員８名分の年会費、自衛隊連合会分担金でございます。 
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  次に、決算書は88、89ページ、資料は同じく15ページになります。 

  ３款民生費、１目災害救助費。事業内容は、災害ご遺族に対する弔慰金等でありますが、

昨年度、対象となる事例はありませんでしたので、未執行でございます。 

  次に、決算書は116、117ページ、資料は同じく15ページになります。 

  ９款消防費、１目常備消防費、ナンバー01常備消防負担金、支出済額９億725万9,754円。

事業内容は、甲府地区広域行政事務組合、峡北広域事務組合の消防事業会計への負担金、峡

北消防本部庁舎建設事業費負担金等でございます。 

  参考資料の16ページをお願いします。 

  次に、２目非常備消防費、３事業の支出済額4,531万4,381円であります。 

  それでは、事業ごとに説明させていただきます。 

  ナンバー01消防委員等費、支出済額1,629万2,224円。事業内容は、消防委員10名の報酬、

消防団員512名分の年間報酬のほか、出初式に伴う表彰記念品等でございます。 

  ナンバー02消防団装備費、支出済額425万3,782円。事業内容は、消防団員の編上靴や活

動服、ヘルメット、雨具、手袋のほか、消防車両備品として、ホース、背負式散水装置20

個の購入費でございます。 

  ナンバー03消防団活動費、支出済額2,476万8,375円。財源内訳のその他２万5,600円は、

諸収入の消防団福祉共済事務費でございます。事業内容は、消防団員公務災害補償負担金、

消防団員の火災等の出動に係る費用弁償、また、退職報償金負担金等でございます。 

  参考資料の17ページをお願いします。 

  次に、３目消防施設費、３事業の支出済額5,712万8,365円であります。 

  それでは、事業ごとに説明させていただきます。 

  ナンバー01消火栓負担金、支出済額351万7,848円。財源内訳のその他113万9,000円につ

きましては、入湯税を充当しております。事業内容につきましては、消火栓の設置負担金及

び消火栓の維持管理負担金並びに飲料水兼用耐震性貯水槽に係る維持管理負担金であります。 

  ナンバー02消防施設維持管理事業、支出済額968万197円。財源内訳のその他314万9,900

円につきましては、入湯税及び火薬類手数料並びに消火栓備品売払収入でございます。事業

内容は、消防団詰所の維持管理経費、消防車両に係る維持管理経費、消火栓付属備品の購入

費等でございます。 

  ナンバー03消防施設整備費、支出済額4,393万320円。財源内訳の市債2,730万円は、合併

特例債の充当、その他538万7,000円は入湯税でございます。事業内容につきましては、消
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防車両の購入と、敷島第１分団第１部消防詰所解体工事、同じく、敷島第１分団１部詰所建

築工事等、また、消防車両ドライブレコーダー６台の購入費でございます。 

  参考資料の18ページをお願いいたします。 

  次に、４目水防費、２事業の支出済額68万2,340円であります。 

  それでは、事業ごとに説明させていただきます。 

  ナンバー01水防対策事業、支出済額51万7,236円。事業内容は、水害時に消防団が出動し

た際の費用弁償、また、資材として土のう用の砂の購入費等でございます。 

  ナンバー02洪水対策計画推進費、支出済額16万5,104円であり、洪水ハザードマップの自

治会配布及び説明会に要した経費でございます。 

  参考資料19ページをお願いいたします。 

  ５目災害対策費につきましては、５事業、支出済額3,416万1,885円であります。 

  それでは、事業ごとに説明させていただきます。 

  ナンバー01防災対策計画推進費、支出済額387万7,579円。事業内容は、防災会議委員報

酬のほか、地域防災計画の改定業務に伴う経費でございます。 

  ナンバー02防災無線施設維持管理費、支出済額1,295万8,337円。事業内容は、防災行政

無線、市内190か所の電気料、保守点検委託のほか、電波使用料、防災無線火災保険料、修

繕料、移設工事費等であります。 

  03自主防災組織補助事業、支出済額590万6,922円。事業内容は、28自治会への防災訓練

の補助金、44自治会への防災資機材購入に伴う補助金であります。 

  参考資料の20ページをお願いいたします。 

  ナンバー04災害対策整備事業、支出済額1,017万1,423円。事業内容は、非常用備蓄食料、

避難所用備品の購入、衛星携帯電話使用料のほか、防災メール配信システム委託料等でござ

います。 

  ナンバー05防災員運営費、支出済額124万7,624円。事業内容は、各自主防災組織におけ

る防災委員135人の委員報酬等でございます。 

  以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 
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  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 14ページの一番上の専門交通指導員７人の配置はどんなところでし

たか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） 交通安全指導員さんにつきましては７人いらっしゃいまし

て、４人が５時間勤務で、３人が立哨のみという形になりますが、その７名で各小学校の危

険箇所２か所を３か月ごとに立哨している状況であります。また、学校のほうとも連絡をし

ながら、その辺のところを実施をしているところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 同じページの一番下ですが、青色防犯パトロールですが、これは時々

回っているの見ますけれども、どのくらいの範囲を回っているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） 青色パトロール業務につきましては、時間が４時間パトロ

ールをしておりまして、市内を３コース回っているような状況になりますが、各小中学校を

中心に巡回している状況でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 16ページですけれども、消防団員の方のことについてですけれども、

先日も新聞報道で、山梨県、それから、甲斐市は非常に消防団の方に支払っている金額が少

ないということが報道されていましたけれども、これちょっと見て、すみません、教えてい

ただきたいんですけれども、この消防団員の方というのは、例えば１か月幾らという、そう

いう決まった金額があって、そのほかに災害のときに出動したら幾らというものがついてい

るということなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） 消防団の方については、年間報酬というのが階級ごとに団

長さんから団員さんまで決まっていまして、その報酬が出ているとともに、１回の出動手当

というのが決まっておりまして、また、火災とかそれに応じて単価が２つあるんですけれど

も、それを支払っております。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 
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○委員（滝川美幸君） それで、この間の報道を受けて、やはり甲斐市でももう少し消防団の

方たちに手厚い報酬が必要かなと感じますけれども、そんなことは今、甲斐市としては進め

ていく予定がありますか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） そうですね。令和３年４月に消防庁のほうから基準となる

一応報酬というのが示されておりまして、それに伴いまして、本市においても今後協議を重

ねていきたいと担当としては思っているんですが、どうしても今も過去３年コロナがあった

りとかして、急を要する事業というのを優先的なことで、多分そちらのほうに回されている

というのもあるんですが、担当といたしましては協議を前向きに進めてまいりたいと考えて

おります。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） よろしくお願いします。 

  それから、消防団員の人数の件ですけれども、甲斐市の場合は、市の職員、新しい新人の

方たちを、強制的じゃありませんけれども、そんなふうに消防団にしばらく在籍するような

形を取っていますけれども、現実問題、災害が起きたときに市の職員として動かなければな

らないということになりますと、やはりしっかりと消防団の職務に徹していただくためには、

やはり市民の中から、ぜひ大勢の消防団員になっていただくことが必要かと思いますけれど

も、そのような活動というのはどんなふうにしていますか。 

○委員長（長谷部 集君） 石橋消防防犯係長。 

○消防防犯係長（石橋 聡君） 消防団員の確保につきましては、県と協力する中でＰＲ活動

の動画を作成したり、県のホームページ、各種イベント等を通じまして募集をお願いしてい

るところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 団員の件ですが、私も十何年かやっていたんで感じたのが、前にも言

ったと思うんですが、旧部落の場合、結構密度が高いですが、一方で団地やなんかではほと

んど団員がいないところもあったりとか、その辺の均衡というかバランスというか、責任の

問題は、ちょっとその辺、団員の検討も含めてお願いしたいと思います。意見として。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  清水副委員長。 
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○委員（清水和弘君） 同じ箇所、ちょっとお聞きしたいのが、消防団員の報酬の支払いなん

ですけれども、これは個人に支払われてるのか、それともあるいはそこの分団に支払われる

のか、その辺をちょっとお聞きしたいです。 

○委員長（長谷部 集君） 石橋係長。 

○消防防犯係長（石橋 聡君） 個人の方に支給をさせていただいております。 

○委員（清水和弘君） もう一つよろしいですか。 

○委員長（長谷部 集君） 清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 19ページ、02の防災無線についてお聞きしたいんですけれども、防

災無線のある例えば公会堂だとか、ああいったところにボックスの鍵、それから、防災倉庫

の鍵等が預けてあるんですけれども、防災無線にあるボックス、あれのマイクとか放送設備

というのはどういうときに使用されるものか。 

○委員長（長谷部 集君） 奥山防災減災係長。 

○防災減災係長（奥山正広君） 防災無線の支給につきましては、自治会のほうに支給をして

おりますので、自治会放送等でも活用をしていただいております。 

○委員長（長谷部 集君） 清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） これ自治会でも使えるということですけれども、実際にその無線を、

放送を使っているところがあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 奥山係長。 

○防災減災係長（奥山正広君） 主に敷島、双葉地区につきましては、自治会の放送が設置し

ていないところがたくさんございますので、敷島や双葉地区につきましては結構使っている

自治会がございます。 

○委員（清水和弘君） そうですか。分かりました。 

  ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑をお受けいたします。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 16ページの01消防団員報酬ですけれども、先ほど何人かの委員の皆

さんと重なるんですけれども、この間の山日の新聞で、一応山梨県、全国的にも報奨は低い

ということで、何か一番高いのは南アルプスだと聞いています。それで富士吉田市と、いう
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ことで、今、確認ですが、甲斐市は一人頭、基本的には幾らでしたか。 

○委員長（長谷部 集君） 階級によって金額が違うんですけれども、一番下の団員のという

感覚でよろしいですか。 

○委員（ 口孝之君） そうですね。それでいいです。 

○委員長（長谷部 集君） 石橋係長。 

○消防防犯係長（石橋 聡君） 団員の報酬につきましては、甲斐市においては２万4,000円

となっております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） ２万4,000円というと、こんな大きな市でも低いほうですね、結構。

山梨県としては。 

  それで、先ほど要請もありましたけれども、そういうことで、消防団員の成り手がないと

いうことで、報奨のほうであれしてあげるということも大切だと思いますので、そういうこ

とを要望でお願いしたいと思います。 

  もう一点いいですか。 

○委員長（長谷部 集君） 続けてください。 

○委員（ 口孝之君） 20ページの最後ですけれども、防災委員というのは毎年あれですか、

試験とか講習とかして、今135人いるんですけれども、年間出入りとか、幾人ぐらい入った

り出たりするというのは、平均もう135人ぐらいと決まっているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 奥山係長。 

○防災減災係長（奥山正広君） 防災委員につきましては、市長が委嘱する行政委員でありま

して、任期は２年となっております。 

〔「自治会」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 自治会の行政委員となっております。 

○委員長（長谷部 集君） これ市長が委嘱するんですけれども、各自治会に１人ずつそうい

う委員さんがいると、そういうことですか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 各自治会に必ず１人ずついるんですね。 

○委員長（長谷部 集君） 奥山係長。 

○防災減災係長（奥山正広君） そのとおりでございます。 

  各自治会に１人、委嘱をしております。 
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○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） それは２年に１回、１年に１回とか、講習とかそういうのもあるんで

すか。 

○委員長（長谷部 集君） 奥山係長。 

○防災減災係長（奥山正広君） 特に強制の講習はございませんが、１年に１回、防災員の委

嘱式を行っております。 

○委員長（長谷部 集君） 自治会の役員の体育委員だとか、環境の委員さんとか、そういう

自治会で決められた役員さんで、それが市が委嘱をするという、そういう内容。 

  そのほか質疑ございますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 15ページの峡北消防庁舎の建設事業負担金なんですけれども…… 

○委員長（長谷部 集君） マイクを向けてください。 

○委員（金丸幸司君） ごめんなさい。 

  峡北消防本部庁舎のこの建設事業費の負担金なんですけれども、これ今回2,000万、前回

800万程度なんですけれども、これはどういうふうにこの負担金が決まっているんですか。

毎年ばらばらなんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） 峡北広域行政事務組合の消防本部につきましては、所掌再

編ということで、今後、双葉分署とかそういった部分もあるんですが、取りあえず、その署

の関係のものにつきまして、その都度、毎年、予算等を決めて執行しているところでござい

ます。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

  次に、すみません。17ページの01消火栓の件ですけれども、修繕６か所ということです

けれども、これ新たに新設した件数というのはなかったんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 石橋係長。 

○消防防犯係長（石橋 聡君） 令和４年度につきましては、新たに設置した消火栓はござい

ませんでした。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） これ今、いろいろ宅地化進んで、新たに住宅増えているんで、新設の
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これというは地元自治会から要望とかがあってつけるのか、それとも、行政のほうで調べて

設置するのか、その辺どのようになっているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 石橋係長。 

○消防防犯係長（石橋 聡君） 自治会からの要望もございますし、開発等で半径140メート

ル以内に消火栓がないところについては設置をするような形を取っております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 19ページのナンバー03自主防災組織補助事業についてなんですけれ

ども、確か自治会が、133とか４とか自治会があったと思うんですが、その中で令和４年度

に訓練や資材の補助を申請したのがこれだけということは、もともとの市としての見込みが

これくらいなのか、それとも、大分参加するというか訓練をする自治会が少なかったのか、

そのあたりはどのように評価されていますでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） 防災資機材の関係につきましては、何年に１回かという備

蓄品とかになりますので、毎年度、自主防災組織が申請をするんではなくて、２年おきとか

というところもあります。 

  うちのほうについては、ここ最近コロナの関係でなかなか活動がちょっと低くなっている

んですけれども、基本的には予算計上については従来どおり予算は計上しております。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） コロナで訓練だとかそういった自主防災の活動がちょっと低下してい

るということなんですけれども、もうコロナもウィズコロナになってきておりますので、こ

ロナと共存したような形での防災の対策、地域での対策というのを進めていただけたらと思

います。意見、要望です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 18ページの水防のところで消防団出動報酬というのがあったんです

けれども、これ、あれですか。消防団、令和４年度どのぐらい出動した件数があるんでしょ

うか。 

○委員長（長谷部 集君） 水防関係でということですか。 

○委員（加藤敬徳君） いや、これ全般で。 
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○委員長（長谷部 集君） 石橋係長。 

○消防防犯係長（石橋 聡君） 消防団の出動につきましては、火災も含めて年間で19件ご

ざいました。 

  水防につきましては、台風等がございましたので、２件の出動となっております。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ありがとうございます。 

  ちょっと別件で、20ページの非常用備蓄食料というところなんですけれども、これはあ

れですか、消費期限が来たから入替えみたいな感じなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） そのとおりでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 結局、入替えというか、元のやつはどのように処理されているんでし

ょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 島田管理監。 

○防災危機管理監（島田 伸君） 期限間近のものにつきましては、ある程度事前に小・中学

校に配布をしたりして、使い捨てがないような形を取らせていただいております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで防災危機管理課については終了をいたします。 

  暫時休憩し、職員を入れ替えます。 

 

休憩 午後 １時４２分 

 

再開 午後 １時４５分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔にお願いいたします。 

  次に、市民活動支援課所管の事業について説明を求めます。 

  久保田市民活動支援課長。 
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○市民活動支援課長（久保田 浩君） お疲れさまです。 

  それでは、市民活動支援課が所管します事業の令和４年度決算につきまして、決算参考資

料により説明させていただきます。 

  決算参考資料のナンバー４、生活環境部の１ページをお願いいたします。 

  なお、決算書につきましては56、57ページになります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー21生活環境部、公用車管理事

業につきましては、支出済額が655万1,902円でありまして、財源は全て一般財源でありま

す。事業内容は、生活環境部に割り当てられています公用車４台の燃料費や車検、修理費な

どの維持管理費と、公用バス２台の運行管理委託料であります。 

  ナンバー22生活環境部管理事業につきましては、支出済額が４万8,388円でありまして、

財源は全て一般財源でありまして、事業内容につきましては、生活環境部に関わる事務消耗

品であります。 

  決算書は60、61ページになります。 

  ５目企画費、ナンバー09男女共同参画推進事業につきましては、支出済額が168万3,545

円でありまして、財源は全て一般財源であります。事業内容につきましては、男女共同参画

推進委員の報酬のほか、全戸配布しております女性団体連絡会の情報誌「ほほえみ」の印刷

経費、ＤＶ相談業務に係る委託料などであります。 

  決算参考資料の２ページをお願いします。 

  決算書につきましては64、65ページになります。 

  ９目交通安全、防犯対策費、ナンバー13チャイルドシート貸出、交通災害共済事業につ

きましては、支出済額が419万3,415円でありまして、財源内訳のその他は、交通災害共済

の加入事務費であります。事業内容につきましては、１歳６か月までの乳幼児を対象に貸し

出しておりますベビーシート、チャイルドシートの無償貸与に係る経費であります。 

  なお、令和４年度の月平均の貸出し中の件数は356件でありました。 

  12目市民活動費、ナンバー01市民相談費につきましては、支出済額が482万2,795円であ

りまして、財源内訳の国庫支出金は、山梨県消費者行政強化交付金、市町村事業費補助金と

社会福祉費補助金の地域自殺対策強化事業費補助金であります。事業内容につきましては、

山梨県弁護士会と山梨県司法書士会に委託しています無料法律相談の委託費や、本市が委嘱

しています市民相談員の人件費及び相談業務などに係る経費であります。 

  続きまして、決算参考資料の３ページをお願いします。 
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  ナンバー02市民温泉等維持管理事業につきましては、支出済額が１億2,157万7,843円で

ありまして、財源内訳のその他は温泉施設使用料であります。事業内容につきましては、市

民温泉３施設が令和４年度に指定管理者から市の直接運営に移行したことに伴い、これまで

指定管理料で賄われていた燃料費や光熱水費、施設管理業務委託料などの維持管理経費のほ

か、温泉施設を再開するための修繕費、温泉施設事業運営検討委員会経費などであります。 

  また、令和３年度に予算計上しましたが、世界的な半導体不足の影響により部品の納期が

遅れ、年度内の完了が見込めず、令和４年度に繰越しとなった釜無川レクリエーションセン

ター防火設備不良交換修繕費であります。 

  ナンバー03結婚支援事業につきましては、支出済額が986万7,689円でありまして、財源

内訳の国県支出金は、山梨県の結婚新生活支援事業補助金であります。事業内容につきまし

ては、事務消耗品のほか、６人に交付しましたやまなし出会いサポートセンター利用促進助

成金と、新婚世帯の38組に交付しました結婚新生活支援補助金であります。 

  続きまして、４ページをお願いします。 

  決算書は66、67ページになります。 

  14目諸費、ナンバー01自治振興事業につきましては、支出済額が7,216万1,179円であり

まして、財源内訳のその他は、県政だより「ふれあい」の配布委託金やコミュニティ助成事

業補助金などであります。事業内容につきましては、行政連絡調整委員として委嘱している

自治会長136人の報酬のほか、自治会の放送施設や地域集会施設の修繕に対する補助金であ

ります。 

  自治会連合会補助金につきましては、連合会の円滑な運営を図ることを目的に予算計上し

ておりましたが、コロナ禍による事業自粛が続き、次年度繰越金が補助金支給額を超えたこ

とから、全額返納いただき、結果的に決算額ゼロ円となっております。 

  自治会事業応援補助金につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、縮小傾向

にありました自治会活動の活性化を図ることを目的に、自治会が行う事業に対し、最大５万

円を交付したものであり、60自治会に交付しました。 

  なお、令和４年度単年度の事業の予定でしたが、交付自治会が全自治会の半数以下であっ

たため、令和５年度は未交付自治会に対し申請を受け付けているところであります。 

  一般コミュニティ助成事業につきましては、自治総合センターの宝くじ社会貢献広報事業

におきまして、５つの自治会が採択され、購入した備品に対し助成金が交付されたため、対

象自治会へ交付したものであります。 
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  ナンバー02外国人避難民支援事業につきましては、支出済額100万円でありまして、財源

内訳のその他はふるさと寄附金であります。事業内容につきましては、ロシアの軍事侵攻に

より市内に避難してきたウクライナ人の生活支援を行うため、１人当たり５万円、20人に

対して支給した一時金であります。 

  ５ページをお願いします。 

  決算書は80、81ページになります。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、４目地域改善対策費、ナンバー02住宅新築資金等貸付事

業特別会計繰出金につきましては、特別会計へ繰り出す予算を計上したものでありますが、

詳細につきましては、特別会計の際に説明させていただきます。 

  決算書は94、95ページになります。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、３目やすらぎ聖苑管理費、ナンバー01管理費につきまし

ては、支出済額が3,240万2,000円でありまして、財源内訳のその他は、やすらぎ聖苑に隣

接していますセレモニーホールへの通路として敷地の一部を使用させているため、その行政

財産使用料であります。事業内容につきましては、指定管理料と火葬炉の修繕としましてオ

イルバーナーの部品交換修理を行ったものであります。 

  指定管理者の運営状況としまして、やすらぎ聖苑に関する決算についての説明は以上であ

りますが、指定管理者の運営状況についてご説明いたします。 

  別冊の指定管理者導入施設の実績についての資料１ページをお願いします。 

  やすらぎ聖苑につきましては、令和２年度より指定管理者制度を導入しており、公募によ

り富山県に本社があります株式会社宮本工業所に委託しております。 

  なお、令和４年度は３年契約の３年目でありました。 

  ８番の昨年度の利用状況でありますが、年間で774件の利用がありました。 

  ２ページをお願いします。 

  収支決算の状況でありますが、指定管理料及び利用料金などの収入済額、合計4,842万

2,582円に対しまして、人件費、光熱水費、施設整備費用などの支出済額の合計が4,840万

6,570円でありましたので、単年度収支は１万6,003円の黒字でありました。 

  以上がやすらぎ聖苑の指定管理の説明であります。 

  市民活動支援課が所管します一般会計の決算の説明については以上であります。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 
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  これより説明に対し質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） １ページの真ん中ですが、男女共同参画推進委員ですが、この委員は

会議どのくらい年間やっているでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内野市民活動支援係長。 

○市民活動支援係長（内野真理君） 年間、昨年度は13回開催いたしました。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

  マイクお願いします。 

○委員（松井 豊君） ＤＶ相談業務委託ですが、件数としてはどのくらいだったんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 内野係長。 

○市民活動支援係長（内野真理君） ＤＶ相談業務は31件受けました。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ２ページの下のほうですが、保護司の補助金ですが、保護司、市内は

何人くらいいるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原市民生活係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 市内の保護司につきましては、令和４年度は28名いらっし

ゃいました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 先ほどの１ページの一番下のＤＶのところですけれども、31件の相

談があったということですけれども、これは県につなげた件数というのはどのくらいありま

すか。 

○委員長（長谷部 集君） 内野係長。 

○市民活動支援係長（内野真理君） 県へは、ちょっと数を出していないんですけれども、同

行支援としまして４回、クローバーさんのほうが県などにつないでくださっております。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 同じことなんですけれども、緊急的に保護をしたり、施設へちょっと

入れてかくまうじゃないですけれども、ちょっと配偶者と話すような、そういう件数という
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のはありましたか。 

○委員長（長谷部 集君） 内野係長。 

○市民活動支援係長（内野真理君） 昨年度の一時保護は件数がございませんでした。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  滝谷委員。 

○委員（滝川美幸君） ３ページの結婚支援事業ですけれども、やまなし出会いサポートセン

ターで６人とありましたけれども、この６人がその出会いの場に参加した方たちの人数で、

いいんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） やまなし出会いサポートセンターにつきましては、県が設置

しているサポートセンターになります。そこに登録した方の入会登録料の２分の１を６名の

方に助成したものであります。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

  マイクお願いします。 

○委員（滝川美幸君） カップルになったという方の実績というのはありますか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） サポートセンターの状況によりますと、令和４年度の成婚者

数は全体で18名、令和４年度だけで18名、そのうち甲斐市在住の方は３名いらっしゃった

と聞いております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ３ページの市民温泉等維持管理事業いうところで質問していいですか。 

○委員長（長谷部 集君） どうぞ。 

○委員（谷口和男君） 前年度指定管理料が7,715万あるんですけれども、ここで言っている

指定管理料に当たるのは、消耗品費と燃料費と光熱水費と委託料と、それで足すと１億超え

るんですけれども、そういう形でよろしいんですか。 
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○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） そのとおりでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） こちらのほうで、これは７月から３月の９か月分の費用ということで

よろしいですか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） そのとおりでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 指定管理をやめたわけですけれども、それに際して、次年度の必要経

費とかそういうようなものはシミュレーションとかされていなかったんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 相川生活環境部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） 令和３年度で指定管理が選定できなかったということで、令

和４年度当初予算編成に当たりまして、私が担当いたしましたが、それまでの実績等を踏ま

えた中で予算計上させていただいて、実質、３か月の休館をいただきまして、７月から９か

月間運営した費用でございます。 

  ですから、一応シミュレーション的なものは実際やった上での予算計上を行っております。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） シミュレーションとしてほぼ同じ金額になっているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 相川部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） 実際、指定管理者の一つの例を取りますと、例えば光熱費の、

特に燃料費なんかにつきましては、やはり指定管理者が運送事業をやってということで、か

なり格安な燃料の単価が入っているところございます。 

  また、燃料の高騰もございましたし、例えば運営の委託関係につきましても、やはりグル

ープ内であるとか、親企業が関連している企業さんに委託を出すことによって、かなり安く

やっていて、運営をしていただいたということがございます。 

  実際そういうあれを、私どもも実際、市として委託を行っておりますが、やはりどうして

も高めに入札行為等やった中で高めになった。また、燃料の高騰もあったということで、実

際指定管理より、収支の面でいきますと多くなっているというような状況でございます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  秋山委員。 



－62－ 

○委員（秋山照雄君） ３ページの02の百楽泉の源泉孔内調査とあるんですけれども、これ

はどういう調査ですか、ちょっと教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 源泉孔内調査につきましては、源泉を掘削してから約30年

以上経過していることから、源泉の状況を把握するために実施しました。 

  内容としましては、源泉の中にくみ上げるための水中ポンプが入っているんですけれども、

そちらのほうも全部引き上げて、その中にカメラのほうを入れて、１キロぐらいまで掘って

ある源泉の底の部分まで一応調査をするような内容となっております。 

○委員長（長谷部 集君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） その調査した内容の結果はどうだったんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 結果につきましては、温泉の温度や泉質、湧出量等を見てい

ただいたところなんですけれども、おおむね掘削当初のデータとほぼ変わりがなく、良好な

状態と報告していただきました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） ２ページでございます。 

  ２ページの01市民相談費の先ほど質問がありました保護司の補助金28名分ということで

すが、これは新事業ですか。新しい予算ですか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 令和４年度からの新規の事業となります。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 新規の事業であれば、一応説明をしていただいたほうがいいと思いま

す。急に入ってきても、ちょっと我々もびっくりしますんで、どんな経緯で入ったんでしょ

う。 

○委員長（長谷部 集君） 相川部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） 説明につきましては申し訳ございません。当初予算のときも

お話をさせていただいたんですが、保護司につきましては基本的に法務局所管のもので、市

は直接関わる部分は非常に少ないものでございます。 

  ただ、市の双葉庁舎の一室をお貸ししてるというような状況でございます。 
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  実質活動につきましては法務部の所管ですので、法務局からですが、ほとんどボランティ

ア事業という形でやっておりますので、やはり持ち出し経費、例えば研修費等そういったも

のでございます。甲斐市の場合につきましては、峡中地区の保護司会に属しておりまして、

残り、中央市、昭和町がございます。残りの１市１町につきましては、市から町から補助金

が出ておる中で、補助要望があった中で地域保護司、犯罪を犯した方の更生という形でご尽

力をいただいた中で、その活動費の一部を助成するということで、お１人当たり３万円の補

助金を令和４年度予算計上させていただいて、執行したところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（秋山照雄君） ご苦労さまです。ありがとうございます。 

  丁寧な説明ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 同じ３ページで、結婚新生活支援補助金38件とありますけれども、

これ何か条件といいますか、その辺伺っておきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 結婚新生活の補助金の対象者につきましては、夫婦ともに婚

姻日における年齢が39歳以下、世帯所得につきましては400万円未満の方に助成するもので

す。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） ３ページの03の最後の結婚イベント運営委託料が20万かかっている

んですけれども、現代、男性も女性もなかなか結婚しない人が多いと、少子化に拍車をかけ

ているということです。 

  この結婚イベントは年、この20万というのは１回とか２回、何回ぐらいなんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 昨年度は１回実施させていただきました。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 年１回はちょっと少ない感じ、こういう情勢で少ない感じがしますけ

れども、その内容をちょっと教えてください。 
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○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 出会いの機会を支援するためにイベント運営を委託させてい

ただきました。 

  12月に韮崎市と共催で婚活パーティーという形で出会いの場を提供させていただきまし

た。参加者といたしましては、県内66名の方に参加ありました。甲斐市の方は20人ほど参

加がありました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 年１回ということで、こういう情勢ですから、要望もありますけれど

も、ちょっと回数を増やして、年１回のところを２回とか３回とかしていただきたいなと思

っております。 

  以上です。お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） この結婚イベントに関しましては、県のほうでも進め

ておりまして、県のほうで行う事業につきまして甲斐市のほうでも協力した中で、今年度も

県のほうの共催という形で３回ほどＰＲしていくような形を取っておりますので。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません。先ほどの３ページの03の結婚生活補助金ということな

んですけれども、年齢と、あと年間の金額ということなんですけれども、これは申請という

形で、市のほうにという形でやっておるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） これ38件ということなんですけれども、件数的にはどんな推移ぐら

いできているか教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 令和３年からこの補助金を実施しておりますが、令和３年度

につきましては18件の申請がございまして、補助金を交付したところです。 

  令和４年度につきましては、こちらに記載がありますように38件となっております。 
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○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） これについては来年度もやるような予定ではいらっしゃいますか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） こちらの事業につきましては国のほうの補助金との関

係もございますので、そちらの動向を見ながら進めていければと思います。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ちょっと結婚支援の後で恐縮なんですが、５ページのやすらぎ聖苑管

理費について聞かせてください。 

  こちら火葬件数が年間で774件ということなんですけれども、この施設自体が持っている

火葬の処理のキャパシティーとしては、今の現状、何％ぐらいなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） やすらぎ聖苑につきましては、３炉がございます。１日に６

回火葬受付がありますので、それを360日と換算しますと、6,480件ほどキャパとしてはあ

ります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 今後、死亡数はどんどん年々増えていくということは想像されるんで

すけれども、本市においては火葬待ちな状況になるということは、今のところなさそうな状

態でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） そのとおりでございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ２ページの市民相談費ところですけれども、消費生活センターという

ところで、これはどういった相談を受けているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内容について。 

  萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 消費生活センターの令和４年度の相談件数は249件でござい
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ました。 

  主な相談内容は、通信販売等が多い状況でございました。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

  成人の年齢が18歳に引き下げられたということで、例えばそういった若い方の相談とい

うのはあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 成人年齢が引き上げられたときの相談は、一番初めにはなか

ったんですけれども、ここ最近、そういった形で、スマホ時代になってきましたので、ちょ

っと保護者からの相談という形ではあるような状況でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっと違う質問なんですけれども、４ページの02番、ウクライナ

避難民支援ということですが、結構、紛争が長期化しているんですけれども、これ例えば支

援というのは、支援金を１回上げて、それだけということなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） ウクライナの支援、本課のほうで支援しているのは１

回、１人当たり５万円という形にはなっておりますが、市営住宅等に入る場合には、市営住

宅のほうの減免という形を取っていると思います。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 例えばこの方たちの、例えば仕事とか、そういった面の支援というの

は一体どこがしているんでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） そこまでは支援はしておりません。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 先ほど、火葬炉の能力の関係で１日６件、火葬が可能

となっております。ですので、360日で計算してみますと、2,160回という形になります。

774件で割ると、大体30％とちょっとくらいになりますので、訂正させていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで市民活動支援課についてを終了し、暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  ２時30分再開といたします。 

 

休憩 午後 ２時１７分 

 

再開 午後 ２時２５分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔にお願いをいたします。 

  次に、環境課所管の事業について説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） お疲れさまです。よろしくお願いいたします。 

  それでは、環境課が所管いたします一般会計の決算について、歳出を中心にご説明させて

いただきます。 

  決算書につきましては、92ページから97ページになります。 

  決算参考資料につきましては、ナンバー４の６ページから、また、主要施策の成果につき

ましては14ページからとなります。 

  それでは、決算参考資料を中心にご説明させていただきますが、決算書と決算参考資料の

支出済額の合計が、事業の所管する課が分かれていることから、３か所そういう部分がござ

いますので、先にご説明させていただきます。 

  決算書92ページ中段の４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費の支出済額１

億7,477万7,116円でありますが、93ページ右側、備考欄の16簡易水道事業特別会計繰出金

7,309万646円及び17小規模水道維持事業13万3,280円につきましては、公営企業部上下水道

業務課及び工務課の所管でありますので、この合計額を除いた１億155万3,186円が環境課

分でございます。参考資料の７ページ、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費の支出済額の

合計額１億155万3,186円と一致しております。 

  次に、決算書93ページ下段、４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費の支出済額

１億3,604万3,213円でありますが、95ページ備考欄の04バイオマス産業都市推進事業、05

脱炭素社会推進費は、脱炭素社会推進室の所管でありますので、この金額を除いた643万
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8,022円が環境課分でございます。参考資料の８ページの２款環境衛生費、２目環境保全費

の支出済額の合計額と一致しております。 

  次に、決算書94ページ下段、４款衛生費、３項清掃費、１目清掃費の支出済額11億7,572

万8,312円でありますが、96ページ備考欄の08地域し尿処理施設特別会計繰出金427万1,000

円は、上下水道業務課の所管でありますので、この金額を除いた11億7,145万7,312円が環

境課分でございます。参考資料の11ページの３項清掃費、１目清掃費の支出済額の合計額

11億7,145万7,312円と一致しております。 

  以上、３か所の支出済額の合計欄の金額の相違の理由ですので、ご了承願いたいと思いま

す。 

  それでは、決算参考資料６ページ、４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費よ

り順次ご説明させていただきます。 

  ナンバー01環境衛生関係職員費につきましては、支出済額7,627万6,640円。財源内訳そ

の他154万5,306円につきましては、保健衛生手数料の狂犬病予防注射済み票交付手数料の

一部として、66万306円、犬の登録手数料87万7,000円、犬抑留手数料8,000円を充当してお

ります。残りは一般財源です。事業内容は、環境課８人、脱炭素社会推進室３人、峡北広域

行政事務組合に派遣している職員１人、正職員合計12人分の給料、職員手当、共済費でご

ざいます。 

  次に、ナンバー10一般管理事業、環境衛生費につきましては、支出済額５万5,268円。財

源内訳は全て一般財源です。主な事業内容は、消耗品や郵便料のほか、法令外負担金であり

ます。 

  なお、親子環境ツアー随行旅費につきましては、コロナ禍の影響により親子環境ツアーを

中止としたため、支出はございませんでした。 

  次に、ナンバー11環境委員会費につきましては、支出済額384万1,483円。財源内訳は全

て一般財源です。主な事業内容は、各自治会から選出をお願いしております環境委員136人

分の報酬、その他郵便料です。 

  次に、ナンバー12環境美化事業につきましては、支出済額1,321万9,683円。財源内訳は

全て一般財源です。主な事業内容は、河川清掃の際に各地区で使用します石灰やごみ袋など

の消耗品、河川清掃で搬入されました土砂置場の整地工事費及び重機の借上料となどであり

ます。 

  また、一番下にあります環境美化事業補助金につきましては、各自治会への環境美化事業
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に対する補助金でありまして、河川清掃や地域の清掃活動など、環境美化に対する助成とい

うことで、１自治会当たり均等割１万2,000円、世帯割として、年度当初の自治会世帯数に

250円を乗じ、加算した金額を基準として補助しております。 

  次に、７ページをお願いします。 

  ナンバー13雑草除去対策事業につきましては、支出済額18万7,828円。財源内訳は全て一

般財源です。主な事業内容は、空き地などの雑草繁茂の除去指導のための郵便料、敷島地区

の焼却灰埋立地の除草除去の委託料でございます。 

  次に、ナンバー14狂犬病予防、野犬対策事業につきましては、支出済額69万4,684円。財

源内訳のその他69万4,684円は、保健衛生手数料の狂犬病予防注射済み票交付手数料の一部

でございます。主な事業内容は、狂犬病予防事業関係が狂犬病予防集合注射の通知代や予防

注射の済み票などであります。 

  野犬対策事業関係は、適正市啓発用品等としてマナー啓発看板等の消耗品などであります。 

  次に、ナンバー15犬猫不妊去勢手術費助成事業につきましては、支出済額727万7,600円。

財源内訳は、県支出金626万3,600円、残りは一般財源です。主な事業内容は、飼い犬や飼

い猫の不妊去勢手術費の一部を補助しておりましたが、県におきまして、山梨県猫不妊去勢

手術助成事業補助金交付要綱が令和４年度に限り、施行されたことに伴い、本市においても、

県の補助を活用し、飼い主のいない猫にも対象を広げ、助成いたしました。 

  県の補助率は10割となっており、また、県の補助金制度は、令和４年度限りとされてお

りましたが、令和５年度も継続されております。補助金の上限額につきましては、犬につき

ましては、不妊が8,000円、去勢が5,000円、猫につきましては、不妊が１万5,000円、去勢

は１万円を上限として補助しております。また、飼い主のいない猫に対しましては、保護す

るときの餌代など費用がかかることから、それぞれ1,000円追加して補助しております。 

  続きまして、８ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費についてご説明いたします。 

  ナンバー01環境保全事業でありますが、支出済額は623万8,611円。財源内訳は全て一般

財源です。主な事業内容は、環境副読本印刷製本費として、毎年、市内の小学５年生を対象

に配布しており、850部の印刷を行いました。また、第２次環境基本計画の本編300部、概

要版500部、印刷を行いました。河川水質検査等の調査委託料につきましては、毎年、環境

監視測定事業として市内の各所で行っている検査で、市内を流れる一級河川や小河川の水質

検査、また、既存の井戸を利用して行います地下水の水質検査や自動車騒音測定を行ってい
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るところであります。環境測定の検査結果につきましては、人の健康の保護に関する環境基

準に問題のある数字等は出ておりません。 

  なお、環境講座、親子環境ツアーにつきましては、コロナ禍により中止したため、関連す

る支出はございませんでした。 

  次に、ナンバー02環境審議会費につきましては、支出済額15万7,491円。財源内訳は全て

一般財源です。主な事業内容は、環境審議会委員の報酬や郵便料です。委員報酬につきまし

ては、会議に出席いただいた回数に応じて報酬を支払っておりますが、令和４年度は甲斐市

一般廃棄物処理基本計画の中間見直しがあり、書面による審議も含め、会議を３回開催いた

しました。 

  ナンバー03自然保護事業につきましては、支出済額４万1,920円。財源内訳の国県支出金

４万円は、山梨県の自然環境保全地区等管理委託金であります。 

  なお、主な事業内容は、県が指定しております環境保全地区である敷島地区の観音峠や、

茅ヶ岳周辺のパトロールを行う事業で、本市が依頼する自然監視員１人の報酬費と、巡回時

のごみ袋などの消耗品であります。 

  次に、４款衛生費、３項清掃費、１目清掃費につきましては、決算書は94、95ページの

下段からとなります。 

  参考資料につきましては９ページをお願いします。 

  01一般管理事業清掃費ですが、支出済額383万4,014円で、財源内訳、その他の10万3,000

円は、一般廃棄物収集運搬事業等許可申請手数料で、残りは一般財源です。主な事業内容に

つきましては、転入世帯を対象に配布するスプレー缶ガス抜きのための穴空け器具の購入、

また、毎年、全世帯を対象に配布するごみ収集カレンダーの印刷経費などと、ごみ収集小屋

の新設及び修繕に対する自治会への補助金であります。 

  新設に対しましては、補助率が対象経費の３分の２で、上限が10万円となっておりまし

て、17件ありました。修繕に対しましては、補助率が対象経費の２分の１で、昨年は13件、

合計30件に対し、補助金を交付いたしました。 

  ナンバー02ごみ収集運搬事業につきましては、支出済額１億8,091万266円で、財源内訳

のその他4,246万7,000円につきましては、指定ごみ収集袋の売払収入になります。主な事

業内容は、指定ごみ収集袋の作成費と、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみといった家庭系一般

ごみの収集運搬業務の委託料です。 

  ナンバー03資源リサイクル推進事業につきましては、支出済額7,331万6,105円。財源内
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訳につきましては、その他3,338万2,083円は、リサイクル品売払い収入になります。主な

事業内容は、分別回収用のネットや収集用のビニール袋といったリサイクルステーション等

の消耗品や光熱水費など、資源ごみ収集運搬保管等業務委託につきましては、自治会等の有

価物回収運動やリサイクルステーションからの資源ごみの回収業務、それから、リサイクル

ステーションの分別作業の委託料などであります。 

  10ページをお願いします。 

  ナンバー04ごみ減量化運動補助金交付事業につきましては、支出済額392万3,116円。財

源内訳につきましては、全て一般財源です。主な事業内容は、各地域で実施していただいて

おります有価物回収運動に対する自治会など実施団体への報奨金と、生ごみ処理機の購入費

に対する補助金であります。資源再利用運動報奨金につきましては、有価物回収をしていた

だいた自治会や育成会等の114団体に対し、１キログラム当たり５円として報奨金を交付し

たところであります。生ごみ処理機は、30件に対して補助金を交付いたしました。 

  ナンバー05剪定枝粉砕処理事業につきましては、支出済額640万7,475円。財源内訳は全

て一般財源です。主な事業内容は、竜王地区の西八幡管理地、敷島地区の自然休養村管理セ

ンターの市内２か所で処理を行っています剪定枝処理に関する経費であります。剪定粉砕機

の刈り刃やオイルなどの消耗品、燃料費、修繕費、点検整備の手数料等や粉砕処理作業業務

委託料、シルバー人材センターになりますけれども、委託料であります。 

  ナンバー06廃棄物不法投棄防止事業につきましては、支出済額272万3,032円、財源内訳

は全て一般財源です。主な事業内容は、山間部を中心にパトロールなどをお願いしておりま

す不法投棄監視員、敷島地区20人、双葉地区７人、竜王地区２人の計29人を委嘱しており、

その監視員の謝礼、１人当たり年間６万円になります。令和４年度につきましては、監視員

お一人が途中でお亡くなりになったということで日割計算となっておりますので、端数が出

ております。その監視員29人の委嘱経費、不法投棄防止看板、それから、ダミーの監視カ

メラの電気料等、不法投棄リサイクル券の購入や郵便料、不法投棄物の運搬処理委託料が主

な事業となっております。 

  11ページですけれども、ナンバー07広域事業組合負担金につきましては、支出済額８億

8,951万9,000円。財源内訳は全て一般財源です。事業内容は、中巨摩地区広域事務組合、

峡北広域行政事務組合及び境川一般廃棄物最終処分場、山梨西部広域環境組合に対しますご

み処理事業やし尿処理事業、関連施設の運営、起債の償還等に関わります負担金でございま

す。 
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  ナンバー09バイオマス活用推進事業でありますが、支出済額1,082万4,304円で、財源内

訳のその他85万9,000円は、環境保全基金からの繰入金で、残りは一般財源です。事業内容

につきましては、西八幡にあるバイオマスセンターの維持管理に関係する経費であり、主な

ものについては、バイオマスセンターの運営管理のための委託料や消耗品、給食残渣を回収

するための車の燃料費や施設の光熱費などと、生ごみ処理費装置リース料であります。 

  次に、８款土木費、４項都市計画費、３目下水道費、ナンバー02合併浄化槽事業特別会

計繰出金でありますが、決算書につきましては112ページ、113ページの下段、３目の下水

道費になります。 

  合併浄化槽事業特別会計繰出金としましては、1,020万2,848円で、財源内訳は全て一般

財源です。なお、合併浄化槽事業特別会計における細かい内容につきましては、９月26日

の合併浄化槽事業特別会計にてご説明をさせていただきます。 

  12ページをお願いします。 

  最後になりますが、13款諸支出金、１項基金費、14目環境保全基金費であります。 

  決算書は144ページ、145ページの下から３行目になります。 

  01環境保全基金積立につきましては、支出済額85万9,000円。財源内訳のその他85万

9,000円は、太陽光発電の屋根貸し事業における屋根使用料84万1,000円と、財産運用収入

の基金利子１万8,000円であります。主な事業内容は、地域住民等に対する環境保全活動の

展開及び廃棄物発生の抑制、再生、減量、その他適切な処理を推進するため、環境保全を図

ることを目的に、平成25年度に環境保全基金を創設したところであります。全額を基金へ

積み立てております。 

  以上、環境課が所管いたします一般会計分の決算になります。ご審議のほどよろしくお願

いします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  ここからは所管が厚生環境常任委員会に移ります。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 10ページの６番の廃棄物不法投棄防止事業で、不法投棄運搬処理委

託料というのがあるんですけれども、この不法投棄されたものいうのは、不法投棄された人
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が片づけるのが基本じゃないんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口生活環境係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 本来であれば、ごみは、そのごみを出した人が処理すべきな

んですが、これについては誰が出したか分からない状態で山林に捨てられておりますので、

町で支出しているものでございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 誰が捨てたか分からないから、仕方ないから甲斐市でやるということ

ですね。 

  ちょっと次の質問なんですけれども、その上の剪定枝粉砕処理事業で、粉砕された剪定枝

というのは、チップみたいになりますよね。それはどのように処理されるんでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） チップにつきましては、持ち出しを希望する方に、その場で

お渡ししているところでございます。一応そのような内容になっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと場所が分からないんですけれども、８ページの環境保全事業

になるのか分からないですけれども、山梨日日新聞の報道で、メガソーラーの第３工区の２

でしたか、そちらの池を造るのに使われた機材がどこか放置されているいうのを聞いたんで

すけれども、あれはこの環境になるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５０分 

 

再開 午後 ２時５０分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 山日の新聞に載った経緯ですけれども、一応、その土地が農地と

いうことの中で、農振の手続をされてはおるようですが、それに対しての条件というか、理
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由に対してちゃんとされていないということで、現在農林のほうで対応していただいており

ます。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 分かりました。 

  何か１年契約で借りているところが３年ぐらいそのままになっているいうことで聞いたも

んですから、それで聞いた次第なんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 農林振興課ということなので、農林振興課のときにまた必要であ

れば聞いてみてください。 

  そのほか質疑ございますか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） ８ページの01の河川水質検査と地下水水質検査、自動車騒音、この

検査の箇所数と業者数、それをちょっと教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 根津環境保全係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） お答えいたします。 

  まず、河川、小河川水質検査でありますが、市内の一級河川であります鎌田川、亀沢川、

貢川、坊沢川、東川、六反川の10地点で検査を行っています。 

  次の河川底質汚泥検査もあるんですが、これについては市内の小河川でありまして、竜王

駅北貢川放流口、名取竜王板金横、万才正明団地入口、旧町営玉川住宅南、竜王中学校北側、

敷島で大栄堰、一ノ堰、二ノ堰、双葉で本途堰の９地点で行っております。 

  地下水水質検査でありますが、定点地点ということで、竜王地区で７地点、環境基準値を

超過した井戸が確認されたため、継続監視をしているところが７地点、あと24地点がロー

リングということで、順次、24地点をローリングして、年間ぐるぐる回して検査を行って

います。今回、竜王地区が９地点、敷地街区が８地点、双葉地区は７地点の計24地点行っ

ていまして、令和４年度は、吉沢地区、宇津谷地区、竜地地区、下今井地区、長塚地区、竜

王地区、富竹新田地区、篠原地区で行っております。 

  業者数ですが、一応、各委託については入札を行っております。 

〔発言する者あり〕 

○環境保全係長（根津秀樹君） そうです。それぞれ入札で１社の業者が検査を行っておりま

す。 

  以上になります。 
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○委員長（長谷部 集君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 差し支えなかったら、その業者名と、あと、自動車騒音調査、これは

何か所でやっているか。場所は言わんでもいいから、箇所数だけでいいから、それをちょっ

と言ってください。 

○委員長（長谷部 集君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 河川、小河川の水質検査については、株式会社静環検査セン

ター甲府支店、河川底質汚泥検査は株式会社メイキョー、地下水水質検査は、環境未来株式

会社山梨検査センターで、自動車騒音については３路線やっておりまして、甲斐芦安線…… 

〔「３か所」「業者」と呼ぶ者あり〕 

○環境保全係長（根津秀樹君） 業者。３か所。 

〔「業者」と呼ぶ者あり〕 

○環境保全係長（根津秀樹君） 自動車騒音調査については、有限会社日本交通流動リサーチ

山梨事務所になっております。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません。その上の８ページの親子環境ツアーと自然環境ツアーと

いうのは、これはどのようなことをやっているか教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 令和４年度についてはコロナ禍で中止になっていましたが、

それ以前については、相模原市にある宮ヶ瀬ダムのダムの見学とか、あと、ライオン工場、

小田原工場です。そちらのほうに令和２年度は行っています。 

  その前は、ちょっとここに資料がないんですが、令和５年度については、今度コロナ禍が

終わりましたので実施をする予定になっております。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  なければ、次に、所管以外の委員の質疑をお受けいたします。 
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  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ７ページの一番上ですが、雑草除去について郵送で通告したりして処

置はさせているようなんですが、実際にどのくらい実行されているか、参考までに。 

○委員長（長谷部 集君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 雑草除去の通知でありますが、129件通知を出しまして、91

件、除去されています。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ちょっとこれに関連するんだけれども、意見として申し上げますけれ

ども、この頃の市道を覆いかぶさるような形で木が繁茂して、当然、個人の土地ですから、

その人に言わなきゃいけないのかなという感じもする、そういうところが結構あるんですね。

山の方面では。ちょっと交通に差し障りがあるような部分もありますから、一回チェックを

してみてもらいたいと思います。これは意見で結構です。 

  それから、委員長。 

○委員長（長谷部 集君） どうぞ、続けてください。 

○委員（松井 豊君） ごみ収集の関係で、いわゆる燃えるごみについては、韮崎のあの処理

場に持っていっているという理解でよろしいんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 一般廃棄物につきましては、竜王地区が中巨摩広域、敷島、

双葉が峡北広域になってございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

  大きい声で委員長と言ってください。 

○委員（松井 豊君） 資源ごみなんですが、いわゆるアルミだ、鉄缶だ、いわゆるペットボ

トル、こういうものは一応、業者が集めてきてはいるんですが、持っていく先などはどんな

ふうになってるのか、参考までに。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 資源ごみにつきましては販売できるものでございますので、
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その買取先の業者に納品しているような状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

  大きい声で委員長と言ってください。 

○委員（松井 豊君） すみません。 

  全部キロ５円ということですが、資源ごみの場合、それぞれかなり値段が違うと思うんだ

けれども、その辺で不均衡というか、そういった問題は起きないのか。新聞なども含めて全

部５円なのか、教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） キロ５円というのは、自治会で有価物回収をしていただいて

おりまして、その報奨金がキロ５円でございます。 

  どうしてもごみを引き取ってもらう場合は、物によって値段等変わっておりますので、そ

れによって変わっておりますが、あくまでも業者が収集して、売買して、報告をもらってい

るような状況でございます。 

  ５円については、あくまでも有価物回収の報奨金ということで、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 新聞も全部重さに入ってるわけでよろしいんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 紙類ということで入ってございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ７ページの15番、犬猫不妊のところなんですけれども、猫の不妊去

勢のところで、この県の事業で野良猫も対象になっているということなんですが、こういっ

た野良猫、要するに、今、さくら猫とか地域猫、そういう活動されているボランティアみた

いなグループとか方の状況というのは把握できたんでしょうか。何人ぐらいの方がやってい

るかという。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 一応、二、三の団体がいらっしゃいまして、そちらとやり取
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りをしております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 今年もこの事業やっているということなんですけれども、これ終わっ

た後も、例えば今後そういう野良猫対策といいますか、地域の環境対策ということで、こう

いうボランティアでやっている方たちの支援もお願いしたいなということで、そういうつな

がりをしっかり持っていっていただきたいなということで、これは要望でお願いします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） ７ページの14番、狂犬病についてちょっとお尋ねしたいんですけれ

ども、狂犬病の発症事例というのは、過去、どのような推移でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 私も過去にこの仕事は30年ほど前もやったんですけれども、

狂犬病が発症したというのは、もうここ数十年聞いておりません。 

  ただ、前の担当の人に聞いた話では、狂犬病が発症したら市町村を封鎖するぐらいの問題

が発生するようでございます。今日のところ、発症はもう数十年ないということでご回答と

いたします。 

○委員長（長谷部 集君） 清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 発症事例がないということで、今の回答だと30年ですか。それぐら

いは発症事例がないと、いわゆる発症事例がないことに関して予算をずっと計上しているん

ですけれども、これらは例えば地方病であるとか、いろいろコロナの問題もそうだったんで

すけれども、いわゆる絶滅宣言というような形で、要するに考えている傾向はあり得ないで

しょうかね。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 前に県からの通知等で、まだ外国人、東南アジアではまだ狂

犬病がありますので、ウイルスを持った人が入国するおそれがあるということで、事業は継

続するということを伺ったことがあります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 清水副委員長。 
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○委員（清水和弘君） ということは、全国的にも発症事例はないということでよろしいでし

ょうね。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） そのような事例は把握しておりません。 

  以上です。 

○委員（松井 豊君） 分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 一つだけ。猫の不妊治療のところで、野良猫が107頭とありますけれ

ども、結局、飼い主がいないわけですから、保護して手術を受けさせた後、もう大人になっ

てる猫の貰い手というのはほとんどないと考えたときに、この手術した後のその猫ちゃんた

ちは、またそのいたところに戻すんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 飼い主のいない猫、野良猫なんですけれども、保護して、手

術をしてまた戻すというサイクルで対応していると伺っております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 10ページの、05番剪定枝の粉砕処理事業というところでお願いしま

す。 

  私も玉幡中学校の北側のほうの処理場を年１回、２回利用させていただいてるんですけれ

ども、これ行くと、シルバーの方が一生懸命処理していただいてるということで話を聞いた

ところ、チップが山になっちゃって、もう作業が支障出ているだよということで、たくさん

チップがもう山になって困っているんだよということを言われております。 

  そんなことで、これどんなような判断で搬出しているんですか。560万ぐらいかかってい

るようですけれども、判断はどんなような状況でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） せっかくのチップですので、引取りを希望する方にお渡しす

ると。農作業の肥料にしたり、そういう敷き慣らして使ったりということもあるようなんで

すが、今後数が増えるようであれば、一般廃棄物としての処理も検討しなければならないな

とは考えてございます。 
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  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 相川部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） 今、係長から答弁ございましたが、以前もちょっとお話した

ことございますが、木質バイオマス発電所でもこういったチップを実際燃焼して、今、野積

みの関係で以前ちょっとトラブルがあってございますが、一応、事業者のほうに現状のチッ

プを見ていただいた上で、それを使えるかどうかというところを今やっておりますので、も

し使えれば、そういった形で搬出して、あそこの量を減らしていくというようなことも一応

考えてるところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 大変いいことです。バイオマスまで使っているということで、ちょっ

と一点だけ要望で終わらせていただきます。 

  行くと、搬入路がものすごくもう凸凹で、水溜りがすごいということで、砂煙も出るとい

うことで、至急できたら、予算のこともあると思いますけれども、搬入路に砕石とか砂利を

敷いてやっていただきたいなという要望ですけれども、お願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 今の枝の粉砕の問題だけれども、利用には確かにかなり溜まっている

のは私も見ているんですが、敷島は全然ないけれども、あれはどういう処理の仕方をしてる

んですか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口係長。 

○生活環境係長（樋口 一君） 敷島も引取りを希望する農家の方たちがいまして、かなりの

数がそれではけていると伺っております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで環境課についてを終了し、暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ３時０９分 
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再開 午後 ３時１１分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔にお願いをいたします。 

  次に、脱炭素社会推進室の所管事業についての説明を求めます。 

  伊藤脱炭素社会推進室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） お疲れさまでございます。 

  脱炭素社会推進室です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、脱炭素社会推進室の令和４年度決算につきましてご説明させていただきます。 

  決算参考資料ナンバー４の13ページをお願いいたします。 

  決算書は94ページ、95ページになります。 

  初めに、４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費のナンバー04バイオマス産業都

市推進事業は、支出済額１億1,129万7,477円で、財源内訳は市債の1,560万円、その他財源

として147万1,514円、一般財源として9,422万5,963円になります。主な事業内容は、熱供

給アドバイザー謝金、バイオマス発電所事業用地から、東京電力等が使用する鉄塔用地等貸

付対象外用地を除外して、借地権登記をするための分筆登記測量委託のほか、木質バイオマ

ス発電所排熱回収設備基本設計、木質バイオマス発電所用地の整地工、のり面工、擁壁工な

どを行う発電所用地造成工事などであります。 

  なお、木質バイオマス発電所排熱回収設備基本設計、発電所用地造成工事につきましては、

令和３年度に予算計上し、令和４年度に繰越しした１億6,395万5,000円から支出しており

ます。 

  次に、ナンバー05脱炭素社会推進事業は、支出済額1,830万7,714円で、財源内訳は、そ

の他財源として959万円、一般財源として871万7,710円になります。その他財源の内容は、

諸収入として、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金を、環境省の補助金執行団体である

一般社団法人地域循環共生社会連携協会から受けたものであります。主な事業内容は、再生

可能エネルギー導入戦略検討委員として委嘱した11名の再エネ導入導策定検討会議委員報

酬及び再生可能エネルギー導入戦略策定アドバイザーとして委嘱した３名の再エネ導入戦略

策定アドバイザー謝礼のほか、再生可能エネルギーを導入する計画の策定支援及び脱炭素先

行地域申請支援に関する脱炭素計画策定支援業務委託などであります。 

  以上が脱炭素社会推進室の決算の内容となります。ご審議のほどよろしくお願いいたしま
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す。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません。ちょっと聞き取りにくかったんですけれども、05の脱

炭素計画策定支援業務委託はどこに委託されたんでしたか。 

○委員長（長谷部 集君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらに関しましては、株式会社日本総合研究所にな

ります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。04のバイオマス産業都市推進事業なんですけれども、

不用額が5,000万円とかなり大きいんですが、何かこれは原因があるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらのほうに関しましては、繰越明許をかけさせて

いただきました予算の中に、委託料工事請負費として1,639万5,500円と繰越しのほうさせ

ていただきましたが、委託料のほうで基本設計のみの発注ということになりましたので、

5,000万近くの不用額ということで、その分が残ったというところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。そうしたら、基本設計だけだったので5,000万円残った

ということなんですけれども、本来だったら基本設計と、ほかには何を発注する予定だった

んでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 本来であれば、詳細設計まで行う予定ではありました

が、脱炭素先行地域の選定を目指しまして、そちらのほうに選考されますと有利な交付金が

受けることができますので、そちらの交付金を当てることを予定させていただいため、基本

設計までとさせていただいところでございます。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 
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○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 04、05両方なんですけれども、熱供給アドバイザー、あと、再エネ

導入戦略策定アドバイザー、あと省エネ導入戦略策定検討会、これ、それぞれどういった方

で構成されているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋渡エネルギー政策係長。 

○エネルギー政策係（樋渡瑞幹君） お答えいたします。 

  熱供給アドバイザーに関しては、森の……少々お待ちください。 

  すみません。失礼いたしました。熱供給アドバイザーに関しては株式会社森のエネルギー

研究所の方に、お一人に来ていただきまして、環境省の補助事業で、公共施設熱供給事業の

事業性調査を実施した際の関係者をアドバイザーとして呼んでおります。 

  続きまして、こちらのほうの次の再エネの導入戦略策定検討委員会の委員さんに関しては、

こちらは構成員が11名と多くなっておりまして、甲斐市環境審議会や甲斐市景観審議会の

方々であったり、東京電力パワーグリッドであったり、サントリー株式会社登美の丘ワイナ

リーの方々を呼んで実施させていただいております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） あともう一つ、再エネ導入戦略策定アドバイザー。 

○エネルギー政策係（樋渡瑞幹君） 失礼いたしました。アドバイザーのほうは…… 

  委員長、すみません。 

○委員長（長谷部 集君） 樋渡係長。 

○エネルギー政策係（樋渡瑞幹君） アドバイザーのほうは山梨大学の教授を３名呼んで、や

っていただいております。 

  以上です。 

  そのほか質疑ございますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。 



－84－ 

  04の今の木質バイオマス発電所排熱回収設備基本設計、これ委託して、この設計は出来

上がって、その排熱の量とか何とかは、市のほうは既に把握しているかどうか、その点をお

願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらの基本設計において、ある程度の排熱の量等を

把握させてはいただいているところではございます。 

  今回、基本設計としてどのようなことをお願いしたかということになりますが、そちらの

ほうに関しては、排熱回収装置の系統図でありますとか、排熱回収装置の配置図等々、電源

系統図等の主な図面等の設計のほうの委託をお願いしたところであります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 委託が分かったんですが、その結果として、排熱量とか何とかまで数

値的に捉える段階まで来ているかどうかという点、その点をお願いしたい。 

○委員長（長谷部 集君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 成果品として取れる流量等の、成果品として指標を出

していただいているところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 指標を出していただいているんだけれども、その数値的なものは、は

っきりした熱量はどのくらい、市の説明では、百楽泉とかそういったところに使うよと言っ

てらっしゃるんだけれども、それがなかなか見えてこない、現段階。どこまで進んでいるか

というのを知りたいということなんです。お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 現在、こちらの基本設計において、排ガスを使用した

熱量、水量の流量、また、冷水条件、冷水に、いわゆる低温水帯の水温を使った流量のほう

も、数値としてお示しのほうはこの中でさせていただいているところであります。 

  排ガスのほうの流量のほうに関しましては、１時間当たり約４万9,800立米の水が取れる

というような予定ではいるところであります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで脱炭素社会推進室についてを終了します。 
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  以上で本日の審査を終了し、散会といたします。 

  次は、明日21日木曜日、同じく午前９時半より再開をいたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時２２分 

 


